
行
学
院
日
朝
は
、
現
在
日
蓮
宗
の
檀
信
徒
か
ら
は
〃
に
っ
ち
よ
う
さ
ん
“
〃
目
の
神
様
“
と
呼
ば
れ
て
親
し
ま
れ
、
特
に
学
業
成
就
．

（
１
）

眼
病
平
癒
の
守
護
神
と
し
て
信
仰
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
日
朝
の
生
涯
に
つ
い
て
概
観
す
る
と
、
応
永
二
十
九
年
（
一
四
二
二
）
正
月
五
日

（
２
）

伊
豆
国
宇
佐
美
村
（
現
在
、
静
岡
県
伊
東
市
）
に
生
ま
れ
、
四
十
一
歳
に
し
て
身
延
山
久
遠
寺
十
一
世
の
住
持
と
な
り
、
明
応
九
年
（
一

五
○
○
）
六
月
二
十
五
日
身
延
山
行
学
院
で
七
十
九
歳
に
て
遷
化
し
た
。
誕
生
の
年
は
、
日
蓮
の
生
誕
よ
り
満
二
百
年
目
に
あ
た
り
、
生

（
３
）

涯
に
わ
た
り
行
学
に
励
ん
だ
こ
と
か
ら
多
く
の
書
物
を
著
し
、
身
延
山
に
も
多
大
な
功
績
を
残
し
て
い
る
。
こ
の
日
朝
に
対
す
る
研
究
は
、

主
に
教
学
面
が
中
心
で
、
日
朝
を
礼
拝
の
対
象
と
す
る
日
朝
信
仰
に
つ
い
て
は
未
だ
深
く
掘
り
下
げ
て
研
究
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
こ

で
本
稿
は
、
庶
民
信
仰
の
側
面
か
ら
、
日
朝
信
仰
の
諸
形
態
に
つ
い
て
様
々
な
角
度
か
ら
考
察
し
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。

日
朝
の
信
仰

日
朝
に
対
す
る
人
々
の
信
仰
面
を
み
て
い
く
前
に
、
ま
ず
日
朝
自
身
の
信
仰
に
つ
い
て
概
観
し
て
み
た
い
。

日
朝
信
仰
に
つ
い
て
（
望
月
）

日
朝
信
仰
に
つ

は
じ
め
に

一
日
朝
信
仰
の
位
置
付
け

い

て

望
月
真
澄

－23－



日
朝
信
仰
に
つ
い
て
（
望
月
）

日
蓮
宗
の
守
護
神
の
中
に
は
、
人
間
が
神
格
化
さ
れ
た
も
の
が
あ
る
。
例
え
ば
江
戸
時
代
の
武
将
と
し
て
有
名
な
、
加
藤
清
正
の
「
清

正
公
」
で
あ
り
、
こ
れ
は
武
功
が
あ
っ
た
清
正
が
入
神
と
し
て
守
護
神
化
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
僧
侶
と
し
て
の
日
朝
が
ど
う

い
う
ふ
う
に
崇
拝
さ
れ
て
い
っ
た
の
か
を
み
て
み
る
た
め
、
身
延
山
内
の
僧
侶
が
日
朝
の
こ
と
を
ど
の
よ
う
な
僧
侶
と
位
置
づ
け
、
そ
の

（
４
）

功
績
を
た
た
え
て
い
た
の
か
を
眺
め
て
み
た
い
。
本
稿
で
は
、
先
師
の
研
究
業
績
を
参
考
に
し
て
次
の
よ
う
に
ま
と
め
て
み
た
。

１
身
延
山
の
諸
堂
宇
を
整
備
、
拡
大
す
る
。

２
身
延
山
の
年
中
行
事
・
月
行
事
や
こ
れ
ら
の
法
則
を
定
め
て
、
制
度
を
確
立
す
る
。

４
日
蓮
宗
の
教
学
を
体
系
的
に
整
え
、
子
弟
を
教
育
す
る
。

５
日
蓮
聖
人
の
御
書
を
書
写
し
、
注
釈
書
を
著
す
。

身
延
山
の
歴
代
住
持
に
お
い
て
は
、
現
在
の
堂
宇
の
位
置
に
身
延
山
の
中
心
部
を
移
し
た
こ
と
か
ら
し
て
も
偉
大
な
人
物
で
あ
り
、
こ

の
他
に
も
、
霊
宝
目
録
の
作
成
、
月
行
事
、
年
中
行
事
の
制
定
、
舞
楽
の
復
興
、
諸
法
則
の
制
定
、
支
院
末
寺
の
奉
仕
制
度
な
ど
多
く
の

功
績
が
あ
げ
ら
れ
篭
こ
れ
が
身
延
山
中
興
の
師
と
い
わ
れ
る
所
以
で
あ
り
、
現
在
も
身
延
山
の
宝
蔵
の
中
に
は
多
く
の
著
作
や
注
釈
書

を
残
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
を
み
て
も
日
蓮
教
学
に
精
通
し
た
人
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
こ
う
し
た
人
並
み
は
ず
れ
た
才
能
を
も
っ

た
日
朝
に
対
す
る
崇
敬
の
念
が
、
次
第
に
庶
民
の
学
業
成
就
の
信
仰
に
つ
な
が
っ
て
い
っ
た
。
著
作
で
あ
る
「
補
施
集
」
に
「
去
七
月
六

（
６
）

日
錐
始
之
中
途
発
病
徒
送
時
日
了
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
明
応
四
年
（
一
四
九
四
）
七
十
四
歳
の
折
に
眼
病
を
患
い
、
ま
た
「
七
月
中
旬

（
７
）

我
発
病
不
慮
得
滅
気
両
条
書
之
了
」
と
同
六
年
（
一
四
九
六
）
七
十
六
歳
の
折
に
も
発
病
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
う
し
て
書
物
を

（
８
）

認
め
て
い
る
間
に
何
度
か
眼
病
を
患
っ
て
い
る
が
、
長
享
三
年
（
一
四
八
九
）
三
月
に
は
眼
病
守
護
の
本
尊
を
認
め
て
お
り
、
自
ら
の
眼
病

３
門
前
町
の
区
画
割
を
す
る
。
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の
克
服
に
み
ら
れ
る
、
人
々
の
日
朝
に
対
す
る
眼
病
守
護
の
信
仰
が
登
場
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
が
相
俟
っ
て
日
朝
滅
後
間
も
な

く
人
神
と
し
て
神
格
化
さ
れ
、
守
護
神
と
し
て
礼
拝
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

一
方
、
僧
侶
の
立
場
か
ら
、
日
朝
信
仰
の
内
面
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
と
、
一
代
に
わ
た
っ
て
祈
祷
に
関
す
る
相
伝
・
口
決
も
集
め
ら

れ
て
い
る
こ
と
に
着
眼
し
た
い
。
宮
崎
英
修
氏
の
「
日
蓮
宗
の
祈
祷
法
」
に
よ
れ
ば
、

祈
祷
経
口
決
文
明
十
八
年
（
一
四
八
六
）
十
二
月

最
秘
護
符

と
い
っ
た
資
料
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
中
で
、
祈
祷
経
口
決
は
祈
祷
経
の
注
釈
書
で
あ
り
、
次
に
守
護
神
で
あ
る
大
黒
天
や
鬼
子
母

神
に
関
す
る
祈
祷
相
伝
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
祈
祷
の
方
法
は
、
久
遠
寺
の
後
職
の
十
二
世
日
意
、
十
三
世
日
伝
に
も
受
け
継

現
在
の
信
仰
の
姿

日
朝
に
対
す
る
信
仰
は
日
朝
信
仰
と
い
っ
た
呼
称
で
総
称
さ
れ
る
が
、
久
遠
成
院
日
親
や
六
老
僧
と
い
っ
た
日
蓮
宗
（
宗
門
）
先
師
の

中
で
信
仰
を
位
置
付
け
る
時
、
朝
師
信
仰
と
い
っ
た
呼
称
も
使
わ
れ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
日
朝
に
対
す
る
崇
拝
の
念
は
、
眼
病
守
護
・

日
朝
信
仰
に
つ
い
て
（
望
月
）

（
ｍ
）

が
れ
て
い
る
。

（
９
）

鬼
子
母
神
相
伝

大
黒
相
伝

別
本
首
題
剣
形
相
伝

二
日
朝
信
仰
の
形
態
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日
朝
信
仰
に
つ
い
て
（
望
月
）

学
業
成
就
と
い
っ
た
現
世
利
益
が
主
で
あ
っ
た
が
、
僧
侶
と
一
般
庶
民
で
は
そ
の
内
容
に
多
少
の
違
い
が
み
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
身
延
山

（
、
）

内
僧
侶
の
中
で
は
、
日
朝
・
日
意
・
日
伝
と
い
っ
た
三
師
を
「
身
延
山
中
興
の
祖
」
と
し
て
仰
い
で
い
る
こ
と
で
あ
り
、
身
延
山
の
た
め

に
貢
献
し
た
先
師
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
庶
民
の
間
で
は
ひ
と
え
に
現
世
利
益
の
眼
病
平
癒
の
信
仰
が
顕
著
で
あ
っ

日朝像の分布一覧（現在）表1 た
こ
と
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
頑

た
地
域
を
中
心
に
し
て
日
朝
堂
や
尊
像
が
奉
安
さ
れ
て
お
り
、
現
在
の
日
蓮
宗
寺
院
に
お
け
る
信
仰
分
布
の
参
考
と
な
ろ
う
。

日
朝
像
の
勧
請
と
そ
の
分
布

現
在
の
寺
院
で
確
認
で
き
る
日
朝
堂
と
日
朝
尊
像
の
所
在
に
つ
い
て

（出典）『日蓮宗寺院大鑑』所
在

「日蓮宗大図鑑j
に

（註）日朝堂がある寺院は堂内に日朝つ

尊像が勧請されているとした。ぞ
＊は過去にあったとされる寺院を含め－

日
た数

蓮
Aは日朝尊像を勧請する寺院数、Bは宗

日朝堂のある寺院数 寺
院
大
鑑

を県京が山る1に者一
除 、一一浜圧静とのよが、

い や教倒教日より行盲
た関 区的 区朝 う分 つ蓮

窪謹簾鋪
;灘露雛

－26－

地域名 A B

北海道教区 3 0

東北教区 5 0

関 東教区 13 0

■一

泉 浜教区 16 3

山静教区 51 26

北陸教区 4 1

中部教区 7 2

近畿教区 4 1

中四国教区 9＊ 1＊

九州教区 6 0

合 計 118 3 4



日
蓮
宗
寺
院
の
本
堂
に
は
、
十
界
勧
請
の
曼
茶
羅
本
尊
が
勧
請
さ
れ
、
そ
の
中
に
仏
像
と
し
て
祖
師
像
は
勿
論
の
こ
と
、
そ
の
両
脇
に

開
山
や
中
興
と
い
っ
た
そ
の
寺
院
に
ゆ
か
り
の
上
人
像
が
奉
安
き
れ
て
い
る
例
が
多
い
。
そ
こ
に
は
、
六
老
僧
や
九
老
僧
、
そ
し
て
日
親
、

日
奥
と
い
っ
た
現
在
の
教
団
や
そ
の
寺
院
に
と
っ
て
ゆ
か
り
の
あ
る
僧
侶
が
祀
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
中
で
も
、
日
朝
像
を
本
堂
に
勧
請
し
、

ま
た
日
朝
堂
を
建
立
し
、
単
独
で
奉
安
し
て
い
る
寺
院
が
存
在
す
る
。

表
２
日
朝
像
の
造
立

日
朝
信
仰
に
つ
い
て
（
望
月
）

－27－

4 3 2 1

元
禄
二
、
霜

二
十
六

寛
文
二
、

寛
永
十
、
六
、
吉

明
応
四
、
五

造
立
年
月
日

一
六
八
九

一
一
ハ
ー
ハ
ー
ー

一
一
ハ
一
二
一
二

一
四
九
五

西
暦

円
応
寺

仏
乗
寺

柳
川
寺

覚
林
坊

寺
院
名

山
梨
県
南
部
町
上
佐
野

〔
同
町
中
野
道
善
寺
（
現
在
廃
寺
）

に
奉
安
さ
れ
て
い
た
も
の
〕

山
梨
県
中
巨
摩
郡
昭
和
町
河
東
中
島

山
梨
県
南
巨
摩
郡
鰍
沢
町
柳
川

山
梨
県
南
巨
摩
郡
身
延
町
身
延

所
在
地

（
台
座
裏
墨
書
銘
）

昭
和
九
年
当
院
勧
請
シ
テ
ョ
リ
」
身
延
十
一

代
日
朝
大
上
人
卜
祀
ル
仏
〔
〕
大
正
十
四

な
し

（
本
体
首
内
墨
書
銘
）

麓
坊
十
五
代
ち
運
坊
日
満
」

寛
永
十
癸
酉
六
月
吉
日
」

相
読
作
者
四
条
大
仏
師
小
戴
入
道
、

（
像
底
部
墨
書
銘
）

当
山
第
十
二
世
円
教
院
日
意
聖
人
」

寛
永
十
年
癸
酉
七
月
十
一
日
奉
相
読
」

な
し

銘
文

読
経
像

読
経
像

読
経
像

読
経
像

像
容

円
応
寺

日
朝
像

『
昭
和
町
誌
』

『
鰍
沢
町
誌
』

『
身
延
山
坊
跡
録
』

出
典



日
朝
信
仰
に
つ
い
て
（
望
月
）
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8 7 6 5

文
政
十
一
、
六

二
十
五

文
化
二
、
六
、

二
十
五

寛
政
九
、
八二

十
五

享
保
元
、
八

一
八
二
八

一
八
○
五

一
七
九
七

一
七
一
六

妙
法
寺

蓮
性
寺

法
城
寺

海
源
寺

東
京
都
杉
並
区
堀
の
内

静
岡
県
清
水
市
谷
津

山
梨
県
東
八
代
郡
八
代
町

神
奈
川
県
海
老
名
市
中
新
田

（
鞘
像
台
座
裏
銘
）

文
政
十
一
戊
子
六
月
廿
五
日
」

朝
師
堂
普
請
成
就
入
像
供
養
」
行
学
院
」

日
朝
上
人
」
尊
像
一
体
」
新
造
」

日
円
山
二
十
世
」
松
寿
院
日
現
（
花
押
）
」

京
都
仏
師
如
水
作
之
」

玉
沢
定
慶
作
」

（
厨
子
背
銘
）

文
化
二
年
六
月
二
十
五
日
建
立
」

導
師
法
蔵
寺
二
十
二
世
日
勒
」

（
台
座
底
墨
書
銘
）
干
時
」
寛
政
九
丁
已
歳

八
月
廿
五
日
」
（
以
下
略
）

（
像
底
墨
書
銘
）

延
山
門
流
」
海
源
寺
」
開
基
日
朝
上
人
像
」

十
一
世
日
遼
代
」
刻
彫
之
」

享
保
元
丙
申
八
月
」

開
眼
之
」
房
州
小
湊
」
日
□
」

年
火
災
二
羅
リ
焼
失
」
依
テ
三
光
山
ョ
リ
寄

付
ス
ル
者
也
」
甲
州
南
部
中
野
村
」
三
光
山

道
善
寺
第
三
世
中
興
」
乗
蓮
院
日
浮
奉
造
」

之
安
当
寺
者
也
」

元
禄
第
二
己
巳
年
霜
月
」
二
十
六
日
」

大
野
山
第
七
世
日
尭
（
花
押
）
」

（
鞘
像
）

読
経
像

（
胎
内

像
）

払
子
像

払
子
像

説
法
像

説
法
像

「
妙
法
寺
文
化

財
総
合
調
査
』

蓮
性
寺
日
朝
像

厨
子

法
城
寺

日
朝
像

海
源
寺

日
朝
像



日
朝
信
仰
に
つ
い
て
（
望
月
）
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13 12 11 10 9

（
江
戸
時
代
）

（
江
戸
時
代
）

（
江
戸
時
代
）

嘉
永
六
、
四

嘉
永
四
、
五

二
十
五

一
八
五
三

一
八
五
一

長
遠
寺

誕
生
寺

東
漸
寺

大
長
寺

正
行
寺

山
梨
県
中
巨
摩
郡
若
草
町
鏡
中
条

千
葉
県
安
房
郡
天
津
小
湊
町
小
湊

静
岡
県
庵
原
郡
蒲
原
町
蒲
原

東
京
都
府
中
市
若
松
（
江
戸
時
代
は

江
戸
麻
布
永
坂
町
に
あ
り
）

山
梨
県
南
巨
摩
郡
富
沢
町
楮
根

（
像
底
部
墨
書
銘
）

京
都
」
仏
師
」
林
如
水
」

（
像
底
部
墨
書
銘
）

朝
師
御
衣
替
施
主
」
大
森
村
」
仏
師
佐
京
」

辻
之
坊
現
住
」
恵
仲
院
日
受
代
」
再
彩
色
」

本
玉
日
顎
」
代
」

（
台
座
裏
墨
書
銘
）

功
徳
主
」
神
奈
川
宿
住
人
」
信
者
中
世
話
人
」

御
先
祖
安
□
□
」
金
壱
両
」
銀
座
四
丁
目
」

井
伊
田
屋
熊
太
郎
」
金
弐
分
」

嘉
永
六
丑
四
月
出
来
」

当
山
二
十
三
世
」
日
神
代
」

（
像
底
部
墨
書
銘
）

嘉
永
四
辛
亥
五
月
二
十
五
日
」
奉
内
積
大

乗
妙
典
二
万
参
千
百
余
□
」
百
七
十
二
万
千

二
百
〔
〕
」

両
講
主
大
僧
都
日
□
（
花
押
と

奉
点
眼
南
無
日
朝
大
聖
人
」

祈
願
之
男
女
御
利
益
」
広
大
」

読
経
像

読
経
像

読
経
像

読
経
像

読
経
像

長
遠
寺

日
朝
像

寺
尾
英
智
・
緒

方
啓
介
両
氏
作

成
『
誕
生
寺
仏

像
調
査
報
告
書
』

東
漸
寺
日
朝
像

『
日
蓮
宗
寺
院

大
鑑
」
に
は
享

保
年
間
と
あ
る

大
長
寺

日
朝
像

正
行
寺

日
朝
像



日
朝
信
仰
に
つ
い
て
（
望
月
）

（
咽
）

そ
こ
で
、
現
在
の
日
蓮
宗
寺
院
で
史
料
的
に
江
戸
時
代
造
立
の
日
朝
像
と
確
認
で
き
る
日
朝
像
を
編
年
的
に
あ
げ
て
み
る
と
、
表
２
の

よ
う
に
な
る
。
身
延
覚
林
坊
の
明
応
四
年
（
一
四
九
五
）
の
例
を
除
き
、
他
は
江
戸
時
代
に
入
っ
て
か
ら
の
勧
請
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が

わ
か
る
。
寛
永
十
年
（
一
六
三
三
）
の
山
梨
県
柳
川
寺
の
例
を
始
め
と
し
て
各
地
に
建
立
さ
れ
、
日
朝
堂
の
建
立
と
併
せ
て
各
地
域
に
お

い
て
直
接
礼
拝
さ
れ
る
対
象
の
尊
像
と
し
て
造
立
さ
れ
て
い
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
も
山
梨
県
内
の
寺
院
を
始
め
、
海
老
名
市
海
源
寺

や
清
水
市
蓮
性
寺
と
い
っ
た
日
朝
開
創
と
な
る
寺
院
で
あ
り
、
堀
の
内
妙
法
寺
、
小
湊
誕
生
寺
と
い
っ
た
寺
院
で
も
江
戸
後
期
に
な
る
と

地
域
の
眼
病
守
護
信
仰
の
拠
点
と
し
て
造
立
さ
れ
て
い
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
明
治
時
代
以
降
の
造
立
年
代
の
も
の
は
数
多
く
あ

り
、
身
延
山
信
仰
の
地
方
伝
播
か
ら
、
各
地
域
で
祀
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
寺
院
の
ほ
と
ん
ど
が
身
延
山
久
遠
寺
の
末
寺
で
あ
り
、
身
延
門
流
を
中
心
に
展
開
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
地
域
を
み

る
と
、
山
梨
県
や
静
岡
県
、
神
奈
川
県
、
東
京
都
と
日
朝
開
基
と
な
る
寺
院
や
開
創
寺
院
と
い
っ
た
ゆ
か
り
の
地
域
に
勧
請
さ
れ
る
場
合

が
顕
著
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
日
朝
信
仰
の
対
象
と
な
る
尊
像
は
、
眼
病
守
護
の
信
仰
が
高
ま
る
と
各
地
の
寺
院
で
奉
安
さ
れ
る
よ
う
に

な
る
。
そ
こ
で
、
ま
ず
日
朝
信
仰
の
中
心
と
な
る
、
身
延
山
内
覚
林
坊
に
奉
安
さ
れ
る
日
朝
像
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
。
「
身
延
山
諸
堂

（
週
）

建
立
記
」
に
よ
れ
ば
、

一
朝
師
堂
四
申

朝
師
堂
四
問
宝
永
元
甲
申
十
一
月
廿
五
日

二
間
半
省
師
棟
札

朝
師
御
木
像
者
五
十
八
歳
之
絵
像
之
御
影
ヲ
奉
写
シ
明
応
第
四
乙
卯
五
月
日
作
者
備
中
法
眼
一
条
烏
丸
願
主
日
恒
浄
蓮
坊
日
源
ト
御

像
二
有
之
明
応
四
年
乙
卯
者
御
存
生
七
十
四
歳
之
御
時
也
明
応
九
庚
申
六
月
廿
五
日
七
十
九
歳
遷
化
也

東
谷
覚
林
房
朝
師
開
基
隠
居
入
滅
地
故
三
二
世
日
省
師
代
十
七
世
玄
理
院
日
儀
在
住
之
節
勧
化
建
立
之
祈
眼
病
有
霊
験
諸
国
聞
之
信

-30-



次
に
、
日
朝
を
勧
請
す
る
堂
宇
と
し
て
の
日
朝
堂
の
存
在
に
つ
い
て
み
て
み
る
と
、
表
３
の
よ
う
に
な
る
。
愛
媛
や
新
潟
県
の
例
を
除

き
、
山
梨
県
・
静
岡
県
・
東
京
都
・
神
奈
川
県
と
い
っ
た
日
朝
像
の
分
布
と
同
じ
く
、
ゆ
か
り
の
地
域
に
多
い
こ
と
が
わ
か
る
。
勧
請
さ

れ
る
堂
宇
の
名
称
も
、
朝
師
堂
・
朝
尊
堂
・
日
朝
堂
と
い
っ
た
呼
称
が
あ
り
、
建
立
年
代
は
江
戸
時
代
の
中
後
期
に
な
る
も
の
が
大
部
分

を
占
め
る
。
地
域
と
し
て
み
れ
ば
、
ほ
と
ん
ど
が
山
梨
県
で
、
こ
れ
ら
の
寺
院
は
、
ほ
と
ん
ど
が
身
延
山
久
遠
寺
末
寺
・
孫
末
寺
で
、
尊

像
と
同
じ
く
身
延
門
流
を
中
心
に
信
仰
圏
が
広
が
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
も
参
詣
者
が
増
加
し
て
く
る
江
戸
時
代
後
期
か
ら
で

あ
り
、
身
延
山
信
仰
の
高
ま
り
と
期
を
一
に
し
て
各
地
に
堂
宇
が
建
立
さ
れ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

日
朝
信
仰
に
つ
い
て
（
望
月
）

日
朝
堂
の
存
在

次
に
、
日
朝

ン
さ
、
ｈ
呉
副
米
目
下
．

開
基
日
朝
上
人
存
生
ノ
影
像
持
経
朝
師
ノ
筆
御
頭
ノ
内
二
収
ム
、
歯
ヲ
全
身
入
し
瓶
二
石
ノ
蓋
有
し
之
、

（
Ｍ
）

日
儀
堂
建
立
ノ
時
、
掘
テ
之
移
ニ
ス
堂
ノ
下
三

と
、
木
像
の
頭
部
の
中
に
日
朝
の
御
歯
を
収
め
て
い
る
と
い
っ
た
特
徴
あ
る
像
で
あ
る
。
明
応
四
年
（
一
四
九
五
）
は
、
日
朝
が
七
十
四

才
の
時
で
、
そ
の
五
年
後
に
は
遷
化
し
て
い
る
の
で
、
ほ
ぼ
晩
年
の
姿
と
い
え
る
。
な
お
、
こ
の
像
の
願
主
は
覚
林
坊
二
世
日
恒
と
浄
蓮

坊
日
源
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
が
各
地
に
お
け
る
日
朝
像
の
基
本
形
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
各
地
域
に
お
け
る
日
朝
像
も
、
覚
林
坊

の
も
の
を
写
し
て
勧
請
さ
れ
て
い
る
例
が
多
く
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

作
と
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

と
、
日
朝
五
十
八
才
の
折
に
描
か
れ
た
絵
像
を
写
し
た
木
像
と
伝
え
ら
れ
、
明
応
四
年
（
一
四
九
五
）
五
月
に
備
中
法
眼
一
条
鳫
丸
の

敬
日
篤
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12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1

仏
成
寺

正
行
寺

遠
照
寺

立
正
寺

蓮
華
寺

定
林
寺

長
遠
寺

妙
法
寺

大
長
寺

法
伝
寺

円
頓
寺

覚
林
坊

寺
院
名

山
梨
県
中
巨
摩
郡
昭
和
町

山
梨
県
甲
府
市
西
下
条

山
梨
県
北
巨
摩
郡
須
玉
町

山
梨
県
東
山
梨
郡
勝
沼
町

山
梨
県
南
都
留
郡
足
和
田
村

山
梨
県
西
八
代
郡
六
郷
町

山
梨
県
中
巨
摩
郡
若
草
町

東
京
都
杉
並
区
堀
の
内

東
京
都
府
中
市
若
松

山
梨
県
西
八
代
郡
市
川
大
門
町

愛
知
県
岡
崎
市

山
梨
県
南
巨
摩
郡
身
延
町

所
在
地

日
朝
堂

日
朝
堂

日
朝
庵

朝
師
堂

朝
師
堂

日
朝
堂

日
朝
堂

日
朝
堂

日
朝
堂

日
朝
堂

日
朝
堂

朝
師
堂

呼
称

江
戸
時
代

江
戸
時
代

江
戸
時
代

江
戸
時
代

江
戸
時
代

江
戸
時
代

寛
政
年
間

文
政
十
一
年

文
化
十
二
年

文
化
元
年

正
徳
四
年

寶
永
元
年

建
立
年
代

一
七
八
九
～

一
八
○
○

一
八
二
八

一
八
一
五

一
八
○
四

一
七
一
四

一
七
○
四

西
暦

身
延
山
久
遠
寺

身
延
山
久
遠
寺

身
延
山
久
遠
寺

身
延
山
久
遠
寺

身
延
山
久
遠
寺

身
延
山
久
遠
寺

身
延
山
久
遠
寺

身
延
山
久
遠
寺

村
田
妙
法
寺

身
延
山
久
遠
寺

身
延
山
久
遠
寺

身
延
山
久
遠
寺

旧
本
寺
名

『
甲
斐
国
社
記
寺
記
』

『
甲
斐
国
社
記
寺
記
」

『
甲
斐
国
社
記
寺
記
』

「
甲
斐
国
社
記
寺
記
』

『
甲
斐
国
社
記
寺
記
』

「
甲
斐
国
社
記
寺
記
』

「
甲
斐
国
社
記
寺
記
』

『
妙
法
寺
文
化
財
総
合

調
査
』

『
寺
歴
』
大
長
寺
刊

「
峡
南
の
郷
土
』
調
号

「
日
蓮
宗
寺
院
大
鑑
』

「
身
延
山
坊
跡
録
」

出
典

『
日
蓮
宗
寺
院
大
鑑
に
は
」

天
保
十
三
年
頃
と
あ
る

元
禄
二
年
十
月
十
三
日
、

六
世
日
随
現
在
地
に
移
転

後
建
立

昭
和
三
十
九
年
麻
布
よ
り

移
転

備
考



日
朝
信
仰
に
つ
い
て
（
望
月
）
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30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13

妙
行
寺

仏
成
寺

金
竜
寺

本
成
寺

円
応
寺

宝
林
寺

浄
信
坊

昌
福
寺

長
久
寺

法
源
寺

生
善
寺

実
成
寺

妙
源
寺

蓮
成
寺

蓮
経
寺

蓮
華
寺

福
王
寺

妙
善
寺

東
京
都
新
宿
区
若
葉
町

山
梨
県
南
巨
摩
郡
南
部
町

山
梨
県
南
巨
摩
郡
身
延
町

山
梨
県
南
巨
摩
郡
中
富
町

山
梨
県
南
巨
摩
郡
鰍
沢
町

山
梨
県
南
巨
摩
郡
増
穂
町

山
梨
県
南
巨
摩
郡
増
穂
町

山
梨
県
南
巨
摩
郡
増
穂
町

山
梨
県
中
巨
摩
郡
甲
西
町

山
梨
県
中
巨
摩
郡
甲
西
町

山
梨
県
中
巨
摩
郡
甲
西
町

山
梨
県
中
巨
摩
郡
甲
西
町

山
梨
県
中
巨
摩
郡
甲
西
町

山
梨
県
北
巨
摩
郡
長
坂
町

山
梨
県
中
巨
摩
郡
櫛
形
町

山
梨
県
中
巨
摩
郡
白
根
町

山
梨
県
中
巨
摩
郡
白
根
町

山
梨
県
中
巨
摩
郡
白
根
町

日
朝
堂

朝
師
堂

日
朝
堂

朝
師
堂

朝
師
堂

朝
師
堂

朝
師
堂

朝
師
堂

朝
師
堂

朝
師
堂

朝
師
堂

朝
師
堂

朝
師
堂

朝
師
堂

朝
師
堂

日
朝
堂

日
朝
堂

朝
師
堂

江
戸
時
代

江
戸
時
代

江
戸
時
代

江
戸
時
代

江
戸
時
代

江
戸
時
代

江
戸
時
代

江
戸
時
代

江
戸
時
代

江
戸
時
代

江
戸
時
代

江
戸
時
代

江
戸
時
代

江
戸
時
代

江
戸
時
代

江
戸
時
代

江
戸
時
代

江
戸
時
代

身
延
山
久
遠
寺

身
延
山
久
遠
寺

大
野
本
遠
寺

身
延
山
久
遠
寺

身
延
山
久
遠
寺

身
延
山
久
遠
寺

不
明

身
延
山
久
遠
寺

身
延
山
久
遠
寺

鏡
中
条
長
遠
寺

小
室
妙
法
寺

市
之
瀬
妙
了
寺

身
延
山
久
遠
寺

身
延
山
久
遠
寺

市
之
瀬
妙
了
寺

不
明

鏡
中
条
長
遠
寺

鏡
中
条
長
遠
寺

「
御
府
内
寺
社
備
考
』

「
甲
斐
国
社
記
寺
記
』

「
甲
斐
国
社
記
寺
記
」

「
甲
斐
国
社
記
寺
記
』

『
甲
斐
国
社
記
寺
記
」

『
甲
斐
国
社
記
寺
記
』

『
甲
斐
国
社
記
寺
記
』

「
甲
斐
国
社
記
寺
記
』

『
甲
斐
国
社
記
寺
記
』

『
甲
斐
国
社
記
寺
記
』

『
甲
斐
国
社
記
寺
記
』

「
甲
斐
国
社
記
寺
記
』

『
甲
斐
国
社
記
寺
記
』

「
甲
斐
国
社
記
寺
記
」

『
甲
斐
国
社
記
寺
記
』

『
甲
斐
国
社
記
寺
記
』

「
甲
斐
国
社
記
寺
記
』

『
甲
斐
国
社
記
寺
記
」

二
十
五
世
日
行
代
に
建
立

昌
福
寺
塔
中



身
延
山
内
覚
林
坊
の
日
朝
堂
は
、
先
に
紹
介
し
た
「
身
延
山
坊
跡
録
』
に
よ
る
と
、
十
七
世
日
儀
代
に
建
立
さ
れ
、
「
朝
師
堂
建
立
の

（
晦
）

祖
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
朝
師
堂
は
、
延
享
四
年
（
一
七
四
七
）
七
月
七
日
に
焼
失
し
た
が
、
こ
の
折
に
、
身
延
三
十
六
世
日
潮
の

（
亜
）

筆
な
る
堂
宇
の
扁
額
も
類
焼
し
て
し
ま
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
身
延
山
に
お
け
る
日
朝
の
廟
所
が
あ
る
日
朝
堂
は
、
全
国
の
日

（
Ⅳ
）

朝
信
仰
の
拠
点
に
な
る
も
の
で
あ
り
、
明
和
三
年
（
一
七
六
六
）
十
二
月
に
二
十
二
世
日
養
代
に
直
ち
に
再
建
さ
れ
た
。
こ
こ
に
は
現
在

（
肥
）

も
日
朝
ゆ
か
り
の
宝
物
や
絵
馬
が
奉
納
さ
れ
て
い
る
。

在
存
在
す
る
堂
宇
だ
け
で
な
く
、
過
去
に
存
在
し
た
も
の
も
含
め
る

日
朝
信
仰
に
つ
い
て
（
望
月
）
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法
華
寺

東
漸
寺

本
覚
寺

妙
円
寺

妙
栄
寺

定
徳
寺

宏
善
寺

本
門
寺

承
教
寺

経
王
寺

静
岡
県
榛
原
郡
相
良
町

静
岡
県
庵
原
郡
蒲
原
町

静
岡
県
三
島
市

愛
媛
県
松
山
市

新
潟
県
南
蒲
原
郡

愛
知
県
名
古
屋
市
中
村
区

東
京
都
町
田
市

東
京
都
大
田
区
池
上

東
京
都
港
区
高
輪

東
京
都
台
東
区
元
浅
草

朝
師
堂

朝
師
堂

日
朝
堂

日
朝
堂

日
朝
堂

不
明

日
朝
堂

日
朝
堂

日
朝
堂

日
朝
堂

不
明

不
明

不
明

不
明

不
明

不
明

不
明

江
戸
時
代

江
戸
時
代

江
戸
時
代

小
笠
本
勝
寺

身
延
山
久
遠
寺

身
延
山
久
遠
寺

身
延
山
久
遠
寺

新
発
田
法
華
寺

京
都
本
圀
寺

身
延
山
久
遠
寺

池
上
本
門
寺

池
上
本
門
寺

『
日
蓮
宗
寺
院
大
鑑
』

『
日
蓮
宗
寺
院
大
鑑
』

「
日
蓮
宗
寺
院
大
鑑
』

「
日
蓮
宗
寺
院
大
鑑
」

「
日
蓮
宗
寺
院
大
鑑
』

『
日
蓮
宗
寺
院
大
鑑
』

『
町
田
市
史
』

『
大
田
区
史
』
寺
社
１

「
日
蓮
宗
事
典
』

「
日
蓮
宗
寺
院
大
鑑
』

昭
和
二
十
年
に
焼
失

二
十
七
世
日
善
代
に
奉
安

建
立
、
現
在
朝
日
堂
と
呼

称



日朝の縁日（現在）表4

日
朝
信
仰
に
つ
い
て
（
望
月
）

池
上
本
門
寺
で
は
、
天
明
年
間
の
境
内
絵
図
を
み
る
と
現
在
の
位

置
に
常
唱
堂
（
日
朝
堂
）
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
江
戸
時
代

中
期
に
は
、
信
仰
の
拠
点
で
あ
る
堂
宇
が
建
立
さ
れ
て
い
た
こ
と
が

（
四
）

わ
か
る
。

日
朝
の
祭
礼

日
朝
の
祥
月
命
日
は
六
月
二
十
五
日
と
な
っ
て
い
る
が
、
現
在
全

国
各
地
で
筆
者
が
管
見
す
る
、
日
朝
関
係
の
祭
礼
が
行
な
わ
れ
て
い

る
日
を
あ
げ
る
と
表
４
の
よ
う
に
な
る
。
名
古
屋
日
行
寺
は
昭
和
二

十
七
年
の
開
飢
ざ
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
日
朝
大
祭
と
し
て
、
毎
年
一

月
二
十
五
日
、
六
月
二
十
五
日
に
行
な
っ
て
お
り
、
「
桜
町
の
日
朝

さ
ま
」
と
呼
ば
れ
、
地
域
の
人
々
に
信
仰
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
こ

の
縁
日
は
地
域
に
よ
っ
て
違
う
場
合
が
あ
り
、
池
上
本
門
寺
日
朝
堂

で
は
、
大
祭
が
毎
年
七
月
二
十
五
日
、
例
祭
が
毎
月
二
十
五
日
、
鎌

倉
本
覚
寺
は
、
「
日
朝
上
人
御
大
会
」
と
し
て
七
月
二
十
四
日
に
大

祭
を
行
な
い
、
こ
れ
は
月
遅
れ
の
行
事
と
な
っ
て
い
る
。
富
士
宮
市

常
泉
寺
で
は
、
祥
月
命
日
前
日
の
六
月
二
十
四
日
に
大
祭
が
行
な
わ
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月日 寺院名 備考

1月25日 名古屋市日行寺

2月16日 甲西町妙源寺

3月不定期日 鰍沢町柳川寺 七面大明神祭典の折に行う

6月24日 富士宮市常泉寺

6月25日 南部町仏成寺・市川大門町法伝寺

若草町長遠寺・名古屋市日行寺

7月24日 甲府市正行寺

7月25日 大田区本門寺

8月23～25日 甲西町実成寺

毎月24日 三島市本覚寺・蒲原町東漸寺

鎌倉本覚寺

毎月25日 大田区本門寺・台東区浅草経王寺



伝
記
・
縁
起
の
作
成

日
朝
の
伝
記
や
縁
起
に
関
し
て
、
筆
者
が
管
見
す
る
限
り
残
存
す
る
史
料
は
少
な
い
。
そ
の
中
で
も
、
次
の
三
点
の
史
料
は
日
朝
の
霊

験
を
物
語
る
格
好
の
史
料
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
史
料
の
中
で
信
仰
に
関
す
る
部
分
を
そ
れ
ぞ
れ
抽
出
し
、
比
較
し
て
み
る
と
次

日
朝
信
仰
に
つ
い
て
（
望
月
）

れ
、
多
く
の
参
詣
者
が
あ
っ
た
と
い
う
。
ま
た
、
浅
草
経
王
寺
で
は
、
毎
月
二
十
五
日
に
信
行
会
を
行
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
折
に
施
餓

鬼
法
要
と
祈
祷
会
が
厳
修
き
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
縁
日
の
始
ま
り
は
、
江
戸
の
年
中
行
事
を
記
し
た
棗
都
歳
時
垂
に
よ

る
と
、
毎
月
二
十
五
日
が
縁
日
と
な
っ
て
お
り
、
既
に
江
戸
時
代
後
期
に
は
恒
例
の
行
事
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
明
確
と
な
る
。

の
よ
う
で
あ
る
。

（
配
）

（
ａ
）
『
本
化
別
頭
仏
祖
統
紀
』
「
第
十
一
代
行
学
院
日
朝
上
人
伝
」
享
保
十
五
年
（
一
七
三
○
）
刊

（
前
略
）
師
六
根
之
中
眼
根
少
ク
悩
ア
リ
、
恒
ノ
言
二
云
、
諸
ノ
眼
根
之
障
殊
二
妨
二
道
行
一
ヲ
、
吾
死
セ
バ
守
護
セ
ン
、
他
ノ
眼
根
ヲ

果
シ
テ
而
眼
病
者
拝
シ
テ
廟
ヲ
起
セ
バ
誓
ヲ
則
立
ニ
シ
テ
而
得
レ
験
ヲ
、
是
以
迄
今
二
廟
前
眼
病
者
為
し
市
ヲ
、
設
上
難
二
遠
国
一
ト

毎
月
二
十
五
日
唱
題
一
百
遍
南
無
身
延
十
一
代
日
朝
尊
者
卜
七
遍
至
信
不
僻
盲
者
モ
得
し
験
ヲ
（
後
略
）

（
ｂ
）
覇
尊
誕
終
垂
元
治
二
年
（
一
八
六
五
）
刊

弟
子
日
恒
。
彫
二
刻
師
之
真
影
一
・
師
開
眼
日
。
予
。
為
二
法
難
一
辛
」
萬
状
。
然
猶
眼
根
尤
浄
因
発
誓
願
。
我
遷
化
後
擁
二
護
衆
生
眼

根
一
・
且
日
。
我
死
後
三
日
。
開
棺
覗
し
我
。
師
遷
化
後
。
果
」
如
二
其
命
一
・
徒
弟
開
レ
棺
。
眼
晴
災
〃
然
。
覗
者
嘆
異
焉
。
世
間
」

患
眼
者
。
毎
月
念
し
五
。
念
し
師
祈
願
。
唱
題
一
百
。
称
二
諒
七
遍
一
・
」
則
無
二
不
癒
一
．
其
信
心
之
至
。
或
旨
者
復
し
明
云
・
」
元
是
下

方
涌
出
身
。
応
二
機
濁
世
一
救
二
沈
倫
一
・
人
天
之
目
六
根
」
浄
。
永
読
群
生
払
二
眼
塵
一
・
」
（
中
略
）
朝
善
寺
二
十
世
日
泰
代
」
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是
ナ
ル
ハ
当
山
十
一
代
眼
病
御
守
護
行
学
院
日
朝
大
上
人
ノ
霊
像
並
朝
上
人
御
認
ノ
御
本
尊
也
、
夫
レ
人
ノ
身
ノ
六
根
イ
ッ
レ
モ

大
節
ナ
レ
ト
モ
殊
二
眼
第
一
ノ
肝
要
也
、
日
朝
上
人
一
千
日
ノ
間
法
華
経
調
セ
玉
誓
ヒ
テ
立
テ
テ
曰
ク
、
若
シ
末
代
眼
病
ニ
テ
身
心

共
二
悩
ム
者
ア
ラ
ハ
、
我
ヲ
祈
り
日
々
題
目
ヲ
唱
へ
南
無
身
延
十
一
代
行
学
院
日
朝
上
人
ト
吾
名
ヲ
称
セ
ハ
、
我
必
ス
守
護
シ
テ
眼

病
平
癒
ヲ
得
セ
シ
メ
、
尚
ヲ
将
来
ニ
ハ
仏
知
見
ヲ
開
カ
シ
メ
ン
ト
ニ
世
ノ
誓
願
ヲ
立
サ
セ
玉
フ
霊
像
ナ
レ
ハ
、
生
前
値
遇
ノ
思
ヒ
ヲ

ナ
シ
テ
信
心
二
御
拝
ア
ラ
セ
マ
ス

（
ａ
）
の
身
延
山
三
十
六
世
日
潮
の
「
本
化
別
頭
仏
祖
統
紀
」
は
、
日
蓮
宗
先
師
を
中
心
と
す
る
伝
記
の
代
表
的
な
も
の
で
あ
る
が
、
他

に
も
（
ｂ
）
の
伊
東
市
朝
善
寺
に
残
る
「
朝
尊
降
誕
記
」
と
い
う
史
料
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
伊
豆
朝
善
寺
に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
日
朝
の

誕
生
か
ら
遷
化
す
る
ま
で
の
伝
記
を
記
し
た
木
版
刷
で
、
元
治
二
年
（
一
八
六
五
）
、
朝
善
寺
二
十
世
日
泰
代
に
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。
ま
た
、
（
Ｃ
）
は
、
身
延
山
奥
ノ
院
祖
師
の
江
戸
出
開
帳
の
折
に
日
朝
筆
曼
茶
羅
本
尊
と
日
朝
像
が
共
に
開
帳
宝
物
の
ひ
と
つ
と
し

て
出
さ
れ
た
が
、
そ
の
縁
起
が
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
中
で
、
（
ｂ
）
は
（
ａ
）
の
『
本
化
別
頭
仏
祖
統
紀
』
に
準
じ
て
い

る
が
、
「
弟
子
日
恒
、
師
の
真
影
を
彫
刻
す
」
と
師
匠
の
日
朝
の
尊
像
を
彫
刻
し
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
「
世
間
の
眼
を
患
う
者
は
、

毎
月
五
を
念
じ
、
師
を
念
じ
て
祈
願
し
、
唱
題
は
一
百
、
い
み
な
を
称
え
る
こ
と
七
遍
、
則
ち
ま
さ
ざ
る
無
し
、
其
の
信
心
の
至
り
は
、

或
い
は
盲
者
明
を
復
す
と
云
う
」
と
、
死
後
三
日
し
て
お
棺
を
開
い
て
み
る
と
、
そ
の
眼
は
輝
い
て
い
た
様
子
が
記
さ
れ
、
眼
病
守
護
の

功
徳
が
そ
の
後
に
説
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
も
唱
題
百
遍
・
い
み
な
、
即
ち
「
本
化
別
頭
仏
祖
統
紀
」
に
あ
る
よ
う
に
、
「
南
無
行
学
院
日

日
朝
信
仰
に
つ
い
て
（
望
月
）

（
型
）

（
Ｃ
）
「
奥
院
祖
師
江
戸
開
帳
公
用
記
録
」
文
久
三
年
（
一
八
六
三
）

日
朝
上
人
霊
像
並
御
本
尊
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日
朝
信
仰
に
つ
い
て
（
望
月
）

朝
」
と
称
え
る
こ
と
七
遍
、
と
い
う
功
徳
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
関
し
て
、
（
Ｃ
）
を
み
る
と
、
「
若
シ
末
代
眼
病
ニ
テ
身
心
共
二
悩

ム
者
ア
ラ
ハ
、
我
ヲ
祈
り
日
々
題
目
ヲ
唱
へ
南
無
身
延
十
一
代
行
学
院
日
朝
ト
吾
名
ヲ
称
セ
ハ
、
我
必
ス
守
護
シ
テ
眼
病
平
癒
ヲ
得
セ
シ

メ
、
尚
ヲ
将
来
ニ
ハ
仏
知
見
ヲ
開
カ
シ
メ
ン
ト
ニ
世
ノ
誓
願
ヲ
立
サ
セ
玉
フ
霊
像
」
と
あ
り
「
信
心
の
た
め
に
礼
拝
す
る
」
と
、
そ
の
眼

病
守
護
の
現
世
利
益
の
内
容
は
（
ａ
）
．
（
ｂ
）
．
（
Ｃ
）
と
も
ほ
ぼ
共
通
し
て
い
た
こ
と
が
い
え
る
。

さ
ら
に
、
日
朝
関
係
資
料
の
存
在
に
つ
い
て
、
天
保
年
間
に
隆
盛
を
極
め
た
江
戸
鼠
山
感
応
莪
派
所
蔵
す
る
宝
物
か
ら
探
っ
て
み
た
い
。

す
る
と
、
江
戸
城
大
奥
女
性
や
ゆ
か
り
の
僧
侶
が
、
寄
進
や
感
得
と
い
っ
た
こ
と
に
よ
り
宝
物
が
揃
っ
て
い
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の

中
で
、
感
応
寺
初
柤
日
詮
が
感
得
し
た
も
の
の
中
に
、
「
日
朝
徳
行
記
一
巻
」
や
「
日
朝
曼
茶
羅
本
尊
一
幅
」
が
あ
っ
た
こ
と
に
着
目
し

た
い
。
こ
の
徳
行
記
は
生
涯
の
中
で
特
筆
す
べ
き
事
柄
が
記
さ
れ
た
も
の
で
、
日
朝
を
た
た
え
た
史
料
と
い
え
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
宝

物
の
存
在
か
ら
し
て
、
江
戸
時
代
後
期
は
日
朝
信
仰
が
高
揚
し
て
き
た
時
期
で
あ
り
、
こ
の
頃
に
日
朝
の
霊
験
を
語
っ
た
伝
記
や
縁
起
類

が
各
地
で
作
成
さ
れ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

木
版
刷
の
日
朝
御
影
の
頒
布

身
延
山
久
遠
寺
支
院
で
あ
る
覚
林
坊
は
、
先
に
検
討
し
た
如
く
、
日
朝
信
仰
の
中
心
的
な
位
置
を
占
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、
日
朝
堂
奉

安
の
日
朝
尊
像
の
木
版
刷
御
影
が
多
く
作
成
さ
れ
た
。
現
在
、
管
見
で
き
る
木
版
刷
尊
像
の
例
は
、
厚
木
本
照
寺
、
身
延
覚
林
坊
、
鎌
倉

本
覚
寺
、
江
戸
麻
布
大
長
寺
、
伊
豆
朝
善
寺
、
池
上
本
門
寺
の
例
が
確
認
で
き
る
が
、
い
ず
れ
も
そ
の
寺
院
に
奉
祀
さ
れ
て
い
る
日
朝
像

が
木
版
刷
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
て
い
る
。
よ
っ
て
、
こ
れ
ら
を
一
覧
し
て
み
る
と
表
５
の
よ
う
に
な
る
。

こ
れ
か
ら
察
す
る
に
、
池
上
常
唱
堂
の
例
を
除
き
、
他
は
日
朝
の
坐
像
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
尊
像
の
形
は
、
大
別
す
る
と
読
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表
５
形
木
日
朝
御
影
の
存
在

日
朝
信
仰
に
つ
い
て
（
望
月
）

清
浄
」
と
目
に
対
す
る
功

徳
の
文
が
記
さ
れ
て
い

讃
文
と
し
て
図
の
左
右
に

読
経
像
が
多
い
。
ま
た
、

は
、 先

述
し
た
表
２
を
参
照
す

る
と
、
行
学
の
二
道
を
励

覚
寺
の
説
法
像
形
の
ニ
タ

る
。
朝
善
寺
の
版
鵡
に

「
以
是
荘
厳
故
其
目
甚

か
る
・
両
者
の
中
で
も
、

イ
ブ
が
あ
る
こ
と
が
わ

日
朝
入
滅
地
で
あ
る
覚
林

坊
の
読
経
像
形
と
鎌
倉
本

経
像
と
説
法
像
が
あ
り
、

ん
だ
日
朝
の
像
容
と
し
て
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5 4 3 2 1
番
号

伊
豆
朝
善
寺

麻
布
大
長
寺

鎌
倉
本
覚
寺

身
延
覚
林
坊

厚
木
本
照
寺

勧
請
寺
院

豆
州
宇
佐
美
邨
朝
善
寺

南
無
妙
法
蓮
華
経
（
日
朝
説
法
坐
像
）

開
山
日
朝
上
人

以
是
荘
厳
故
日
朝
大
上
人
東
京
都
麻
布
永
坂
町

南
無
行
学
院
日
朝
上
人
（
日
朝
読
経
坐
像
）
本
妙
山

其
目
甚
清
浄
大
長
寺

以
是
荘
厳
故
鎌
倉

南
無
行
学
院
日
朝
上
人
（
日
朝
説
法
坐
像
）

其
目
甚
清
浄
本
覚
寺

身
延
山
中
興

南
無
無
辺
行
菩
薩
眼
病
守
護
日
朝
大
上
人

南
無
上
行
菩
薩
今
此
三
界
身
延
山

南
無
多
宝
如
来
皆
是
我
有

南
無
妙
法
蓮
華
経
其
中
衆
生
（
日
朝
読
経
坐
像
）

南
無
釈
迦
如
来
而
今
悉
是
吾
子

南
無
浄
行
菩
薩
此
処
多
諸
患
難
覚
林
坊

南
無
安
立
行
菩
薩
唯
我
一
人
能
為
救
護

時
延
享
四
丁
卯
稔
三
月
二
十
五
日
開
眼
之
也

開
山
行
学
院
日
朝
大
上
人
身
延
山

南
無
妙
法
蓮
華
経
（
日
朝
説
法
坐
像
）
賜
紫
日
寛
（
花
押
）

其
目
清
浄
悉
見
三
千
界
三
十
七
世

眼
病
救
護
霊
跡
相
州
古
沢
本
照
寺
安
置

内
容

伊
東
市
朝
善
寺
蔵

府
中
市
大
長
寺
蔵

伊
勢
原
市
妙
蔵
寺
蔵

身
延
町
覚
林
坊
蔵

厚
木
市
本
照
寺
蔵

出
典



奉
納
心
願
経
山
崎
屋
忠
吉

彫
師
同
現
七
郎

と
あ
り
、
作
成
年
代
は
元
冶
二
年
（
一
八
六
五
）
花
見
月
二
十
四
日
で
、
こ
れ
は
江
戸
時
代
幕
末
期
の
頃
か
ら
大
量
に
刷
ら
れ
、
頒
布
さ

れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
て
、
木
版
刷
の
尊
像
が
大
量
印
刷
技
術
の
向
上
に
よ
っ
て
広
く
庶
民
の
手
に
渡
り
、
身
近
な
と
こ
ろ

で
礼
拝
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
信
徒
は
、
こ
れ
ら
の
ゆ
か
り
あ
る
寺
院
に
参
拝
し
た
折
に
寺
院
か
ら
授
与
さ
れ
た
か
、
ま
た

は
身
延
山
・
池
上
や
誕
生
の
地
伊
東
と
い
っ
た
霊
蹟
に
な
か
な
か
参
詣
で
き
な
い
た
め
、
参
拝
の
折
に
版
刷
の
御
影
を
買
い
求
め
た
と
考

え
ら
れ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
こ
れ
を
家
に
持
ち
帰
り
、
仏
壇
の
脇
や
床
の
間
に
掲
げ
て
日
常
礼
拝
し
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。

（
註
）
（
）
内
は
筆
者
が
補
っ
た
も
の

４
の
大
長
寺
は
、
昭
和
三
十
九
年
に
府
中
市
に
移
転
し
て
い
る

豆
大
見
村
白
岩
村

元
治
二
乙丑 日

朝
信
仰
に
つ
い
て
（
望
月
）

花
見
月
廿
四
日

与
右
衛
門

同
熱
海
村
新
宿

-40-
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厚
木
本
照
寺

池
上
本
門
寺

以
是
荘
厳
故
古
沢
村

南
無
日
朝
大
上
人
（
日
朝
説
法
坐
像
）

其
目
甚
清
浄

以
是
荘
厳
故
池
上

南
無
行
学
院
日
朝
上
人
（
日
朝
合
掌
立
像
）

其
目
甚
清
浄
常
唱
堂

厚
木
市
本
照
寺
蔵

池
上
本
門
寺
蔵



(図1） 文字型絵馬
神
仏
へ
の
祈
願
と
し
て
絵
馬
を
奉
納
す
る
こ
と
は
一
般
の
寺
院
で
も
行
な
わ
れ
て
い
た
が
、
伊
東
市
朝
善
寺
で
は
幕
末
期
か
ら
明
治
・

（
”
）

昭
和
期
の
絵
馬
類
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
年
代
が
記
さ
れ
て
い
る
も
の
は
僅
か
で
あ
る
が
、
そ
の
中
で
も
古
く
は
安
政
三
年
付
（
一
八
五

六
）
の
も
の
で
、
大
部
分
は
明
治
時
代
の
も
の
で
あ
る
。
そ
の
絵
馬
の
図
柄
は
図
１
か
ら
図
３
に
示
し
た
如
く
、
大
き
く
文
字
型
と
図
型
、

そ
し
て
両
者
の
複
合
型
の
も
の
に
分
け
ら
れ
る
。
文
字
型
と
し
て
ａ
か
ら
ｄ
に
あ
げ
た
よ
う
に
、
「
め
」
と
大
き
く
ひ
ら
が
な
で
書
か
れ

絵
馬
の
奉
納

一～

Lや’日
朝
信
仰
に
つ
い
て
（
望
月
）

文字型

、

め
め
め
、
Ｌノ

ａ
‐
，
Ｃ
１
ｑ

め

（貨幣でかたどってあるもの）

(図2） 図型絵馬

… ～

|図’
e男性（女性）礼拝姿

f親子礼拝姿

g日朝堂と提灯

h幣束と礼拝姿

(図3） 複合型絵馬(e+h型）

千=居拐
阜月宮
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日
朝
信
仰
に
つ
い
て
（
望
月
）

た
も
の
や
、
左
右
の
「
め
」
と
「
め
」
が
書
か
れ
、
ひ
と
つ
が
逆
に
描
か
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
。
図
型
と
し
て
は
ｅ
か
ら
ｈ
の
よ
う
に

分
け
ら
れ
、
日
朝
堂
や
日
朝
像
や
礼
拝
し
て
い
る
姿
が
描
か
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
男
女
や
親
子
が
日
朝
像
や
日
朝
堂
を
拝
ん
で
い
る
と

い
っ
た
文
字
と
図
の
複
合
型
の
も
の
も
あ
る
。
こ
う
し
た
絵
馬
は
、
個
人
祈
願
の
対
象
と
し
て
幕
末
期
か
ら
寺
院
に
奉
納
さ
れ
、
眼
病
平

癒
の
祈
願
内
容
が
絵
馬
の
絵
柄
に
盛
り
込
ま
れ
て
い
た
こ
と
は
、
日
朝
に
対
す
る
祈
り
の
一
表
現
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

御
守
・
御
符
の
信
仰

身
延
覚
林
坊
で
は
、
現
在
も
眼
病
御
符
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
眼
病
平
癒
の
功
徳
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
特
に
、
日
朝
信
仰
の
対

象
と
な
る
代
表
的
な
資
料
と
し
て
眼
病
札
、
御
守
、
開
帳
札
が
あ
る
。
開
帳
札
は
日
朝
堂
に
お
い
て
日
朝
の
尊
像
を
礼
拝
し
、
そ
の
御
利

益
を
開
帳
と
い
っ
た
儀
礼
を
通
じ
て
い
た
だ
け
る
も
の
で
あ
る
。
現
在
も
使
用
さ
れ
る
開
帳
札
に
は
眼
病
守
護
の
功
徳
が
う
た
わ
れ
、
眼

根
清
浄
と
朱
印
判
が
押
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
御
札
・
護
符
類
の
祈
願
文
か
ら
も
、
日
朝
に
対
す
る
現
世
利
益
の
信
仰
が
窺
え
る
の
で

あ
る
。
ま
た
、
文
化
十
一
年
（
一
八
一
四
「
江
一
暴
仏
願
懸
重
宝
詮
と
い
う
史
料
に
は
、
江
戸
の
神
仏
の
願
掛
け
習
俗
に
み
ら
れ
る

（
認
）

庶
民
信
仰
の
姿
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
庖
瘡
守
護
・
盗
賊
除
け
と
い
っ
た
様
々
な
神
仏
の
御
利
益
が
あ
げ
ら
れ
、
眼
病
平
癒
の
功

徳
も
説
か
れ
て
い
る
。
当
時
は
、
所
願
成
就
・
当
病
平
癒
と
い
う
祈
願
が
庶
民
信
仰
の
基
本
で
あ
っ
た
と
い
え
る
の
で
あ
る
。
こ
の
霊
験

が
相
撲
の
番
付
表
の
形
で
表
現
さ
れ
、
庶
民
の
信
仰
の
対
象
と
な
る
御
利
益
信
仰
の
ひ
と
つ
の
傾
向
が
わ
か
る
。
す
な
わ
ち
江
戸
時
代
後

（
釦
）

期
の
江
戸
に
は
、
様
々
な
流
行
り
病
が
蔓
延
し
て
お
り
、
眼
病
平
癒
の
祈
願
が
頻
繁
に
あ
る
こ
と
は
、
当
時
眼
の
病
が
流
行
っ
て
い
た
こ

（
瓢
）

と
が
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
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表6 日朝の遠忌

日
朝
信
仰
に
つ
い
て
（
望
月
）

遠
忌
の
厳
修

日
蓮
に
、
五
十
年
・
百
年
毎
の
遠
忌
が
あ
る
よ
う
に
、
六
老
僧
や

宗
門
先
師
、
法
縁
の
縁
祖
と
い
っ
た
偉
大
な
る
功
績
を
果
た
し
た
僧

侶
の
遠
忌
が
各
寺
院
で
営
ま
れ
る
。
日
朝
も
身
延
山
中
興
の
師
と
し

て
多
く
の
功
績
を
残
さ
れ
た
先
師
で
あ
り
、
上
人
を
た
た
え
る
忌
日
、

す
な
わ
ち
五
十
年
・
百
年
毎
に
お
こ
な
わ
れ
る
遠
忌
が
営
ま
れ
て
い

る
。
こ
の
遠
忌
に
関
し
て
、
日
蓮
の
遠
忌
の
例
を
み
る
と
四
百
遠
忌

や
四
百
五
十
遠
忌
の
法
要
の
み
な
ら
ず
、
各
地
の
寺
院
で
題
目
塔
が

建
立
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
日
朝
の
過
去
の
遠
忌
に
相
当
す
る
年

代
を
遡
っ
て
み
て
み
る
と
、
表
６
の
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
を
み
る
と

三
百
遠
忌
か
ら
五
百
遠
忌
に
か
け
て
、
ゆ
か
り
の
寺
院
で
は
法
要
が

厳
修
さ
れ
、
報
恩
の
た
め
の
石
塔
が
建
立
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か

る
。
身
延
覚
林
坊
で
は
、
寛
政
十
一
年
（
一
七
九
九
）
四
月
に
日
朝

の
三
百
遠
忌
を
修
し
て
い
た
記
録
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
同
寺
で
は
祈

願
雌
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
は
、

嘉
永
二
酉
年

南
無
日
朝
大
上
人

－43－

遠 年代 西 暦 遠忌の厳修

百遠 慶 長4 1599

百五十遠忌 慶安2 1649

二百遠 元禄12 1699

二百五十遠忌 寛延2 1749

三百遠 寛政11 1799 祈祷札（身延山覚林坊）

三百五十遠忌 嘉永2 1849 報恩法要（身延山久遠寺)、

祈願札（身延山覚林坊）

四百遠 明治32 1899 報恩塔（南部町仏成寺・若草町長遠寺．

台東区経王寺・天津小湊町誕生寺）

四百五十遠忌 昭和24 1949 報恩法要（身延山久遠寺）

五百遠 平成11 1999 各地のゆかりの寺院で法要厳修・報恩塔

建立



敬
白

と
、
三
十
世
日
弘
代
、
三
百
五
十
遠
忌
の
正
当
に
あ
た
る
嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
）
六
月
二
十
五
日
に
報
恩
法
要
が
厳
修
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
折
に
は
、
覚
林
坊
で
も
朝
師
堂
の
屋
根
葺
き
替
え
の
記
念
事
業
を
行
な
っ
て
い
た
記
録
が
あ
窪
ま
た
、
寡
延
山
史
年
壼
に
よ

る
と
遠
忌
の
記
述
は
、
「
嘉
丞
一
年
六
月
十
七
日
、
日
朝
上
人
一
言
五
十
遠
忌
千
部
会
挙
睡
、
「
昭
和
二
十
四
年
四
月
一
干
三
日
、
日
朝

（
弱
）

四
百
五
十
遠
忌
法
要
を
覚
林
坊
で
奉
行
し
、
戦
後
最
高
の
人
出
五
万
人
、
身
延
線
臨
時
列
車
増
発
さ
れ
、
富
士
身
延
講
参
拝
す
る
」
と
あ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
、
嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
）
に
三
百
五
十
遠
忌
、
そ
し
て
昭
和
二
十
四
年
に
四
百
五
十
遠
忌
と
、
法
要
や
記
念
行
事
が
行

な
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
こ
う
し
て
身
延
山
に
お
い
て
執
行
さ
れ
た
日
朝
に
関
し
て
の
遠
忌
法
要
は
五
十
年
毎
で
あ
り
、
そ

の
際
に
報
恩
の
た
め
の
法
会
が
行
な
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

報
恩
塔
の
建
立

こ
こ
で
は
、
日
朝
報
恩
塔
の
建
立
に
つ
い
て
、
各
地
の
寺
院
の
石
塔
を
調
査
し
、
そ
の
銘
文
を
記
録
し
た
も
の
を
紹
介
し
た
い
。
表
７

が
そ
れ
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
は
、
明
和
五
年
（
一
七
六
八
）
の
山
梨
県
櫛
形
町
蓮
経
寺
の
例
を
史
料
的
初
見
と
し
て
、
江
戸
時
代
造
立
の

ほ
と
ん
ど
は
山
梨
県
内
の
寺
院
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
明
治
時
代
に
な
っ
て
東
京
、
千
葉
に
も
建
立
さ
れ
、
そ
れ
も
明
治
三
十
二

年
（
一
八
九
九
）
に
建
立
き
れ
た
例
が
多
い
。
具
体
的
に
は
仏
成
寺
、
誕
生
寺
、
長
遠
寺
、
経
王
寺
、
覚
林
坊
で
建
立
さ
れ
、
い
ず
れ
も

日
朝
信
仰
に
つ
い
て
雷

奉
漸
読
妙
経
一
千
部
成
就
之

三
百
五
十
遠
忌
報
恩

観
応
院
日
運

（
函
垂
口
洵
）
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表
７
日
朝
報
恩
塔
の
建
立

日
朝
信
仰
に
つ
い
て
（
望
月
）

－45－

5 4 3 2 1

寛
政
九
、
六

二
十
五

寛
政
八
、
十
二

天
明
元
、
六

二
十
五

安
永
九
、
久

～

明
和
五
、
九

年
月
日

一
七
九
七

一
七
九
六

一
七
八
一

一
七
八
○

一
七
六
八

西
暦

円
応
寺

福
王
寺

円
応
寺

本
覚
寺

蓮
経
寺

寺
院
名

山
梨
県
南
巨
摩
郡
南
部
町

上
佐
野

山
梨
県
中
巨
摩
郡
白
根
町

飯
野

山
梨
県
南
巨
摩
郡
南
部
町

上
佐
野

静
岡
県
三
島
市
泉
町

山
梨
県
中
巨
摩
郡
櫛
形
町

桃
園

寺
院
所
在
地

（
右
側
面
）
寛
政
□
口
九
子
天
六
月
廿
五
日
」

（
正
面
）
明
応
九
庚
申
六
月
二
十
五
日
」

行
学
院
日
朝
上
人
」

眼
病
清
願
下
佐
野
村
柿
本
佐
野
源
兵
衛
」

（
右
側
面
）
明
応
九
庚
申
六
月
廿
五
日
」

（
正
面
）
眼
病
」
日
朝
大
上
人
」
救
護
」

（
左
側
面
）
寛
政
八
丙
辰
十
二
月
日
世
主
面
々
」

十
七
世
日
授
代
」

（
正
面
）
天
明
元
辛
丑
天
六
月
廿
五
日
」
行
学
院
日

（
朝
力
）
潮
（
朝
力
）
上
人
」
眼
病
清
願
願
主

佐
野
重
右
衛
門
」

（
右
側
面
）
当
山
二
世
明
応
九
年
庚
申

六
月
二
十
五
日

（
中
央
）
南
無
日
朝
上
人

（
左
側
面
）
安
永
九
年
庚
子
冬
再
建
之
」

第
三
十
五
世
」
日
遵
代
」

（
右
側
面
）
明
和
第
五
年
子
九
月
日
」
当
寺
十
三

世
海
仙
院
日
澄
」

（
正
面
）
明
応
九
庚
申
年
」
行
学
院
日
朝
上
人
」

（
左
側
面
）
願
主
」
当
村
宗
門
一
結
中
」

銘
文

同
町
下
佐
野
法
源
寺

（
円
応
寺
と
合
併
）
に

建
立
さ
れ
て
い
た
も
の

が
移
転

備
考



日
朝
信
仰
に
つ
い
て
（
望
月
）
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11 10 9 8 7 6

明
治
三
十
二
、
六

二
十
五

明
治
三
十
二
、
二
、

二
十
四

安
政
四
、
十
一

嘉
永
二
、
七

二
十
五

弘
化
四

文
化
七
、
六
、

二
十
五

一
八
九
九

一
八
九
九

一
八
五
七

一
八
四
九

一
八
四
七

一
八
一
○

誕
生
寺

仏
成
寺

源
立
寺

本
成
寺

感
応
寺

覚
林
坊

千
葉
県
安
房
郡
天
津

、4
湊
町
小
湊

（
正
面
）
四
百
遠
忌
御
報
恩
塔
」

（
右
側
面
）
発
起
人
」
堂
守
福
沢
妙
孝
」

山
梨
県
南
巨
摩
郡
南
部
町

成
島

（
右
側
面
）
明
治
三
十
二
年
二
月
二
十
四
日
」

（
中
央
）
南
無
妙
法
蓮
華
経
」
開
山
日
朝
大
上
人

四
百
遠
忌
報
恩
塔
」

（
左
）
檀
方
中
」

山
梨
県
南
巨
摩
郡
南
部
町

井
出

（
右
側
面
）
安
政
四
丁
巳
十
一
月
日
」
再
興
東
西
八

木
沢
中
施
主
面
々
」

（
正
面
）
延
山
十
一
世
」
行
学
院
日
朝
大
上
人
」

明
応
九
寅
六
月
廿
五
日
」

（
左
側
面
）
発
起
人
佐
野
要
左
衛
門
立
之
」

山
梨
県
南
巨
摩
郡
中
富
町

（
右
側
面
）
行
学
院
日
朝
大
上
人
」
三
百
五
十
遠
忌

之
印
塔
」

（
正
面
）
南
無
妙
法
蓮
華
経
日
随
（
花
押
）

（
左
側
面
）
維
持
嘉
永
二
己
酉
年
」
七
月
二
十
五
日

造
立
」

静
岡
県
静
岡
市
駒
形
通

（
右
側
面
）
明
応
九
庚
申
」
六
月
廿
五
日
」

（
中
央
）
当
山
中
興
」
行
学
院
日
朝
大
上
人
」

眼
病
守
護
」

（
左
側
面
）
弘
化
四
丁
未
年
」
三
百
五
十
遠
忌
予
修
」

山
梨
県
南
巨
摩
郡
身
延
町

身
延

（
右
側
面
）
経
」
庚
午
」
文
化
七
年
」

（
正
面
）
南
無
行
学
院
」
経
」
日
朝
大
上
人
」

（
左
側
面
）
六
月
廿
五
日
立
」
経
」

寺
尾
英
智
氏
作
成
『
誕

生
寺
金
石
文
調
査
報
告

日
随
は
本
成
寺
二
十
六

世 上
部
に
首
題
、
二
仏
勧

請
、
下
部
に
施
主
名
あ

り二
十
七
世
日
瑞
代
建
立



日
朝
信
仰
に
つ
い
て
（
望
月
）
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13 12

明
治
三
十
二
、
六

明
治
三
十
二
、
六

二
十
五

一
八
九
九

一
八
九
九

長
遠
寺

本
照
寺

山
梨
県
中
巨
摩
郡
若
草
町

鏡
中
条

神
奈
川
県
厚
木
市
下
古
沢

（
正
面
）
行
学
院
日
朝
上
人
」

南
無
妙
法
蓮
華
経
恵
光
山
日
謙
（
花
押
）
」

四
十
五
世
」
四
百
遠
忌
報
恩
塔
」

（
左
側
面
）
日
朝
上
人
御
遠
忌
際
世
話
人
並
有
志
奉

納
面
々
現
」
安
後
善
」
上
人
御
分
骨
朝
師
堂
再
建

祈
祷
堂
瓦
葺
替
唱
題
」
三
万
部
水
行
一
百
日
成

就
」
明
治
廿
二
年
六
月
」
時
別
当
」
横
村
海
音
」

（
右
側
面
）
明
治
三
十
六
年
六
月
廿
五
日
」

四
百
遠
忌
妙
経
報
恩
塔
」

一
字
一
石
」

（
中
央
）
開
山
日
朝
大
上
人
」

（
左
側
面
）
常
栄
山
三
十
五
世
一
修
院
日
行
」

功
徳
主
檀
越
」

信
徒
中
」

（
左
側
面
）
行
学
院
日
朝
大
上
人
」

（
背
面
）
明
治
三
十
二
年
六
月
廿
五
日
」
小
湊
山
」

六
十
二
世
日
令
（
花
押
）
」

（
台
正
面
）
当
村
」
ｊ

世
藤
本
」
土

森
」

話
山
田
」
中

吉
野
」
く

人
森
井
」

斎
藤
」

渡
邉
」

書
&＝＝



開
帳
儀
礼
と
御
守
・
御
符

（
露
）

次
に
、
開
帳
儀
礼
に
お
け
る
日
朝
信
仰
の
姿
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
。
松
葉
谷
妙
法
寺
（
現
在
鎌
倉
市
）
の
場
合
を
み
る
と
、
寛
政

十
二
年
（
一
八
○
○
）
、
文
政
四
年
（
一
八
二
二
、
天
保
七
年
（
一
八
三
六
）
、
嘉
永
七
年
（
一
八
五
四
）
と
、
江
戸
時
代
に
四
回
、
祖

師
像
や
所
蔵
す
る
宝
物
の
江
戸
出
開
帳
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
儀
礼
の
中
で
、
日
朝
の
仏
像
一
体
と
日
朝
筆
の
曼
茶
羅
本
尊
一
幅
も
寛
政

十
二
年
を
除
く
三
回
出
さ
れ
、
江
戸
の
人
々
に
礼
拝
さ
れ
て
い
る
。

四
百
遠
忌
の
報
恩
塔
と
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
て
、
明
治
期
に
至
る
と
各
地
域
に
日
朝
信
仰
は
広
が
り
を
み
せ
、
こ
れ
と
と
も
に
遠
忌
の

行
事
が
定
着
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

日
朝
信
仰
に
つ
い
て
（
望
月
）

－48－

16 15 14

（
明
治
三
十
二
）

（
明
治
三
十
二
）

明
治
三
十
二
、

（
一
八
九

九
一 （

一
八
九

九
…

一
八
九
九

覚
林
坊

妙
幸
寺

経
王
寺

山
梨
県
南
巨
摩
郡
身
延
町

身
延

東
京
都
大
田
区
西
糀
谷

東
京
都
台
東
区
元
浅
草

（
正
面
）
口
賀
阿
闇
梨
日
朝
大
上
人
」

（
右
側
面
）
第
四
百
遠
忌
」
経
」
報
恩
之
印
塔
」

（
背
面
）
明
治
□
□
」
三
百
」
第
二
十
こ

妙
俊
」
朝
師
堂
」
惣
世
話
人
」

（
正
面
）
南
無
妙
法
蓮
華
経
日
蓮
大
菩
薩
」

日
朝
大
上
人
四
百
遠

（
正
面
）
南
無
妙
法
蓮
華
経
長
興
長
栄
」

六
十
八
世
」
日
亀
（
花
押
）
」

（
右
側
面
）
日
朝
大
上
人
四
百
遠
忌
報
恩
塔
」

（
左
側
面
）
明
治
三
十
弐
年
己
亥
長
昌
山
廿
八
世

日
猷
代
建
之
」



れ
ぞ
れ
三
百
個
ず
つ
用
意
さ
れ
た
こ
と
に
注
目
し
た

い
。
実
際
に
ど
れ
だ
け
求
め
ら
れ
た
か
と
い
う
こ
と
を
み
て
み
る
と
、
安
政
四
年
の
場
合
で
、
眼
洗
御
符
が
九
月
十
七
日
に
二
百
個
、
同

一
干
七
日
に
百
個
、
十
月
十
六
日
に
百
個
、
同
十
七
日
に
一
言
個
、
一
千
七
日
に
百
個
と
合
計
七
百
個
が
求
め
ら
れ
た
記
録
が
あ
篭
こ

（
切
）
（
調
）

れ
に
は
「
御
土
虫
き
り
御
符
、
眼
洗
い
御
符
沢
山
お
廻
し
成
さ
れ
候
」
と
、
ご
利
益
が
あ
っ
た
た
め
か
、
た
く
さ
ん
用
意
し
て
も
ら
う
よ

う
大
奥
女
性
が
希
望
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
こ
の
出
開
帳
は
江
戸
城
だ
け
で
は
な
く
、
徳
川
御
三
卿
の
田
安
家
と
い
っ
た
御

殿
に
も
上
っ
て
お
り
、
こ
こ
で
も
同
じ
よ
う
に
そ
の
御
殿
女
中
に
よ
り
眼
洗
御
符
類
が
求
め
ら
れ
て
い
た
記
録
が
あ
壷
勿
論
他
の
祈
願

日
朝
信
仰
に
つ
い
て
（
望
月
）

表8御殿上り御守御符洗米等一覧（用意する分）

註文政13年は霞ケ関御殿に御上りする分

（出典）身延山久遠寺身延文庫蔵

身
延
山
の
祖
師
像
が
江
戸
出
開
帳
の
場
合
を
み
る

と
、
深
川
浄
心
寺
に
お
い
て
開
扉
さ
れ
、
江
戸
に
住

む
人
々
に
礼
拝
さ
れ
た
。
こ
の
後
、
祖
師
像
は
江
戸

城
に
上
っ
て
お
り
、
こ
こ
で
生
活
す
る
大
奥
女
性
に

（
”
）

礼
拝
さ
れ
た
。
表
８
は
、
そ
の
折
に
用
意
さ
れ
た
御

守
・
御
符
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
み
る
と
、
身
延
山
の

縁
起
や
祖
師
御
影
・
七
面
宮
御
影
と
と
も
に
、
日
朝

信
仰
の
対
象
と
な
る
御
守
や
御
符
も
出
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
中
に
、
朝
師
眼
洗
御
符
と
い
っ

た
も
の
が
、
文
政
十
三
年
（
一
八
三
○
）
、
安
政
四

年
（
一
八
五
七
）
、
文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
に
そ

－49－

名称 文政13 安政4 文久3 備考

祖師縁起

霊宝目録書

祖師御影

七面宮御影

鬼子母神御影

大菩薩号

大型御旗曼茶羅

小型御旗曼茶羅

消毒御符

虫切御符

朝師眼洗御符

開運守

除災難守

祖師洗米

七面宮洗米

祖師木像

七面宮木像

20冊

1冊

両
田
百
田

叩
叩
０
０
０
０
１
１

盲
田
百
田

叩
叩
０
０
５
５

百
田
盲
田
盲
田
百
田
吉
田
盲
田

巾
巾
叩
叩
叩
叩

０
０
０
０
０
０

０
０
０
０
０
０

１
５
５
３
３
３

幅
幅

０
０
０
０
０
０
１
１

10体

10体

20

2

100

100

100

50

50

100

1000

500

300

300

300

1000

1000

20

１
０
０

10

10

50

50

00

00

1

5

500

300

300

300

000

000

１
１

10

10

厨子入

厨子入



日
朝
信
仰
に
つ
い
て
（
望
月
）

内
容
の
御
符
類
も
多
く
求
め
ら
れ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
が
、
数
量
の
上
で
は
、
消
毒
御
符
に
次
い
で
二
番
目
に
求
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
か

ら
し
て
、
眼
洗
御
符
は
か
な
り
の
ご
利
益
が
あ
っ
た
と
い
え
る
。
ま
た
、
開
帳
時
に
日
朝
筆
曼
茶
羅
本
尊
や
日
朝
像
が
同
時
に
出
さ
れ
て

い
る
こ
と
は
、
大
奥
女
性
の
間
に
眼
病
守
護
の
対
象
と
し
て
日
朝
信
仰
が
定
着
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

毎
月
深
川
浄
心
寺
日
朝
上
人
参
詣

毎
月
麻
布
長
坂
町
大
長
寺
日
朝
上
人
像
開
帳

と
、
深
川
浄
心
寺
と
麻
布
大
長
寺
（
現
在
府
中
市
）
の
日
朝
像
の
開
帳
が
毎
月
二
十
五
日
に
あ
り
、
近
郊
の
人
々
が
参
詣
し
て
い
た
様
子

が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
史
料
に
登
場
す
る
事
項
は
、
江
戸
の
年
中
行
事
と
し
て
庶
民
の
間
に
知
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ

（
蛇
）

月
二
十
五
日
の
頁
を
み
て
み
る
と
、

毎
月
深
川
浄
心
寺
日
朝
上
‐

毎
月
麻
布
長
坂
町
大
長
寺
［

江
戸
に
お
け
る
日
朝
信
仰

次
に
日
朝
信
仰
の
地
域
的
展
開
を
、
江
戸
市
域
の
場
合
を
取
り
上
げ
て
み
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
と
思
う
。

日
蓮
宗
の
開
祖
日
蓮
の
他
に
、
現
在
ま
で
の
教
団
の
著
名
な
先
師
と
し
て
は
、
多
く
の
僧
侶
が
あ
げ
ら
れ
る
。
そ
の
中
で
も
、
史
料
の
上

か
ら
江
戸
時
代
の
江
戸
に
住
む
人
々
に
信
仰
さ
れ
た
日
蓮
宗
の
先
師
に
日
親
、
日
什
が
あ
る
。
日
親
は
、
江
戸
市
域
の
寺
院
に
親
師
堂

（
“
）

（
日
親
堂
）
が
存
在
し
、
日
什
は
日
什
門
流
の
派
祖
と
し
て
仰
が
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
江
戸
時
代
の
江
戸
市
域
に
お
け
る
日
朝
信
仰
に

関
し
て
は
ど
う
か
み
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。

江
戸
の
町
名
主
斎
藤
月
岑
は
、
天
保
九
年
（
一
八
三
八
）
に
江
戸
の
年
中
行
事
を
記
し
た
『
東
都
歳
時
記
」
を
出
版
し
た
が
、
そ
の
正

三
信
仰
の
地
域
的
伝
播

-50-



と
、
供
米
と
し
て
正
月
・
五
月
・
九
月
の
祈
願
月
に
千
巻
陀
羅
尼
修
行
を
行
な
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
、
毎
月
二
十
四
日
・

二
十
五
日
は
題
目
講
中
が
集
ま
っ
て
講
を
開
き
、
そ
の
場
で
僧
侶
に
よ
る
説
法
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
次
の
史
料
を
み
て
わ
か
る
よ
う
に
、

（
“
）

来
子
三
月
九
日
に
御
五
眼
の
御
守
り
指
出
し
申
候

と
、
毎
月
の
縁
日
は
九
日
、
二
十
五
日
の
両
日
で
、
本
願
主
と
し
て
辰
年
男
性
の
祈
願
を
行
な
っ
て
い
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。
そ
し
て
、

三
月
九
日
よ
り
「
御
立
眼
の
御
守
」
と
い
っ
た
霊
験
あ
る
御
守
を
出
し
て
い
た
こ
と
が
披
露
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
「
御
府
内
寺
社
備
考
」

と
い
う
江
戸
市
域
の
寺
院
の
詳
細
を
書
き
上
げ
た
史
料
が
あ
る
が
、
こ
れ
に
は
、

日
朝
信
仰
に
つ
い
て
（
望
月
）

の
う
ち
、
大
長
寺
で
は
、

毎
月
御
縁
日
九
日

廿
五
日

御
供
米

麻
布
永
坂
大
長
寺

南
無
日
朝
大
聖
人

披
露

日
朝
大
上
人
麻
布
永
坂

毎
月
廿
四
五
日
題
目
講

正
五
九
月
千
巻
陀
羅
尼
並
説
法（

鯛
）

本
願
主

辰
年
男

敬
白
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堀
の
内
妙
法
寺
に
お
け
る
日
朝
信
仰
の
姿

（
“
）
（
”
）

と
、
深
川
浄
心
寺
と
浅
草
幸
龍
寺
に
日
朝
の
石
像
が
祀
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

(図4）

（
妬
）

浅
草
幸
龍
寺
日
朝
石
像

日
朝
信
仰
に
つ
い
て
（
望
月
）

深
川
浄
心
寺
日
朝
上
人
石
像
座
像
長
二
尺
六
寸
三
分

右
二
間
二
九
尺
之
土
蔵
江
安
置
但
拝
書
附

天保年間の本山妙法寺境内図

（出典杉並区妙法寺所蔵文書）

1－厚
門楼｜｜門屋長

置物|｜置

次
に
、
堀
の
内
妙
法
寺
の
日
朝

堂
に
関
わ
る
日
朝
信
仰
の
姿
に
つ

い
て
み
て
い
き
た
い
。
堀
の
内
妙
馳

法
寺
に
存
在
す
る
日
朝
堂
の
最
初
一

の
堂
宇
の
建
立
時
期
は
不
明
だ
が
、

既
に
文
政
十
一
年
（
一
八
二
八
）

の
段
階
で
大
破
し
て
し
ま
っ
た
こ

と
が
史
料
的
に
み
ら
れ
る
。
そ
こ

で
再
建
願
い
を
提
出
し
、
翌
年
完

成
し
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
文

政
十
一
年
以
前
は
祖
師
堂
の
後
ろ

■■■■■■■■■■■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

置 物
一

置物
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と
、
文
政
十
一
年
（
一
八
二
八
）
六
月
二
十
五
日
の
銘
が
あ
る
。
こ
の
日
は
日
朝
堂
の
開
堂
入
仏
供
養
を
行
っ
た
日
で
あ
り
、
像
の
形
態

を
み
る
と
、
鞘
像
は
読
経
像
、
胎
内
像
は
説
法
像
に
な
っ
て
い
る
。
妙
法
寺
の
年
中
行
事
の
中
で
は
、
正
月
二
十
五
日
に
日
朝
堂
経
典
読

調
日
と
な
っ
て
お
り
、
年
の
始
め
の
法
会
が
日
朝
堂
で
営
ま
れ
る
。
現
在
で
も
六
月
二
十
五
日
に
は
、
「
日
朝
御
命
日
」
と
し
て
日
朝
堂

日
朝
信
仰
に
つ
い
て
（
望
月
）

に
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
が
、
図
４
を
み
る
と
、
天
保
年
間
は
間
口
二
間
、
奥
行
三
問
の
大
き
さ
で
本
堂
後
ろ
に
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
で

き
る
。
こ
の
堂
宇
は
先
述
し
た
通
り
、
以
前
あ
っ
た
も
の
が
、
現
堂
宇
は
間
口
四
間
、
奥
行
五
間
と
し
て
再
建
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
堂

宇
の
規
模
は
以
前
に
比
べ
て
大
き
く
な
り
、
妙
法
寺
の
諸
堂
宇
の
中
で
も
祖
師
堂
、
本
堂
に
次
ぐ
大
き
さ
で
あ
る
。
堂
宇
の
大
き
さ
は
参

詣
者
の
数
に
正
比
例
す
る
と
い
う
が
、
こ
の
大
き
さ
か
ら
い
っ
て
多
く
の
人
が
行
事
の
折
に
堂
内
に
入
り
、
参
詣
し
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

（
網
）

日
朝
堂
内
に
奉
安
さ
れ
る
日
朝
像
は
鞘
像
と
胎
内
像
に
な
っ
て
お
り
、
鞘
像
の
台
座
裏
銘
文
を
み
る
と
、

文
政
十
一
戊
子
六
月
廿
五
日

朝
師
堂
普
請
成
就
入
像
供
養

行
学
院

日
円
山
二
十
世
松
寿
院
日
現
（
花
押
）

京
都
仏
師
如
水
作
之

日
朝
上
人新

造
尊
像
一
体
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と
、
天
保
九
年
（
一
八
三
八
）
三
月
吉
日
付
の
奉
納
銘
が
あ
り
、
江
戸
時
代
後
期
に
は
、
日
朝
堂
を
荘
厳
す
る
仏
具
類
が
江
戸
に
住
む
信

者
層
に
よ
っ
て
奉
納
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
天
保
二
年
（
一
八
一
三
）
九
月
吉
日
銘
の
香
限
淫
は
、
「
七
日
講
中
麹
町
お
て
つ
」
と
、

江
戸
庶
民
の
組
織
す
る
講
中
の
名
称
が
登
場
し
た
が
、
こ
れ
は
祖
師
堂
に
参
詣
す
る
講
中
で
、
縁
日
の
毎
月
七
日
、
祖
師
堂
に
詣
で
た
後

（
副
）

に
日
朝
堂
に
参
詣
し
て
い
た
様
子
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
香
炉
左
側
面
に
は
、
「
や
組
藤
治
郎
・
彦
兵
衛
・
金
蔵
」
と
い
っ
た

日
朝
信
仰
に
つ
い
て
（
望
月
）

で
法
要
が
厳
修
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
法
会
は
、
忌
日
法
要
と
眼
病
平
癒
の
祈
祷
と
い
っ
た
両
面
を
兼
ね
備
え
て
い
る
が
、
祈
り
の
多
く
は

現
世
利
益
の
欲
求
が
強
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
、
妙
法
寺
は
厄
除
け
祖
師
像
が
有
名
で
あ
り
、
祖
師
堂
の
裏
手
に
位
置
す
る
日
朝

堂
に
祀
ら
れ
る
日
朝
は
、
眼
病
守
護
・
学
業
成
就
と
い
っ
た
祈
願
が
多
い
こ
と
が
、
現
在
も
奉
納
さ
れ
る
絵
馬
か
ら
も
知
る
こ
と
が
で
き

る
○（

裏
面
）
天
保
九
年
戊
戌
年
三
月
吉
日

正次
面に
ー、

（
⑬
）

江
戸
時
代
の
日
朝
堂
内
に
安
置
さ
れ
て
い
る
仏
具
の
銘
文
を
み
る
と
、
三
寶
形
妻
銭
箱
に
は

鋳
工
伊
勢
屋
彦
助
作

芳
町
川

東
都
大
門
通

納奉 通
東
国
屋
弥
七
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火
消
し
組
員
の
名
前
が
み
ら
れ
る
こ
と
は
、
江
戸
の
庶
民
信
仰
の
対
象
と
な
っ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
文
久
二
年
（
一

（
記
）

八
六
二
）
七
月
吉
日
銘
の
鰐
口
に
は
、

（
裏
面
）
文
久
二
壬
戌
年
七
月
吉
日

講
中
施
主
面
々
中
村
屋
寅
吉

世
話
人
泉
屋
松
五
郎

米
良
氏
大
和
屋
辰
右
衛
門

三
浦
氏
赤
坂
連
中

高
野
氏
ま
組
頭
取
中

山
口
氏
同
抱
中

中
村
氏
同
若
者
中

林
谷
氏
同
道
具
中

（
以
下
下
段
）

赤
坂
芸
者
中

と
、
世
話
人
・
本
願
主
と
し
て
麻
布
谷
町
に
住
む
人
々
の
連
名
や
「
赤
坂
芸
者
中
」
と
い
っ
た
職
種
の
人
々
の
名
前
も
み
ら
れ
、
様
々
な

階
層
の
人
々
に
よ
っ
て
日
朝
堂
が
支
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
さ
ら
に
、
文
政
十
年
（
一
八
二
七
）
二
月
に
は
、
日
朝
堂
再
建
願

（
認
）

い
が
信
徒
よ
り
出
さ
れ
、
そ
の
結
果
、
建
立
さ
れ
た
堂
宇
の
擬
宝
珠
に
は
、

①
文
政
十
一
年
子
八
月
廿
二
日

③
文
政
十
一
年
子
八
月
廿
二
日

芝
桜
田
河
内
屋
芝
桜
田
河
内
屋

日
朝
信
仰
に
つ
い
て
（
望
月
）
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以
上
、
日
朝
に
対
す
る
信
仰
は
、
〃
日
朝
信
仰
“
や
”
朝
師
信
仰
“
と
呼
称
し
た
が
、
清
正
公
信
仰
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
日
朝
に
対

す
る
崇
拝
の
念
が
入
神
信
仰
と
し
て
、
江
戸
時
代
を
迎
え
る
と
庶
民
信
仰
の
世
界
に
顔
を
覗
か
せ
る
よ
う
に
な
る
。
本
稿
で
検
討
し
た
日

朝
に
対
す
る
信
仰
形
態
は
、
江
戸
時
代
後
期
の
日
朝
堂
の
建
立
や
日
朝
像
の
造
立
、
そ
し
て
伝
記
の
作
成
等
に
よ
り
、
各
地
の
ゆ
か
り
の

寺
院
を
中
心
に
信
仰
圏
が
形
成
さ
れ
た
。
そ
こ
に
お
け
る
日
朝
の
姿
は
、
行
学
二
道
に
励
み
、
経
力
に
よ
る
眼
病
の
克
服
が
描
か
れ
て
い

た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
礼
拝
の
対
象
と
な
る
尊
像
は
管
見
す
る
限
り
読
経
像
か
説
法
像
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
庶
民
の

日
朝
信
仰
に
つ
い
て
（
望
月
）

施
主
善
右
衛
門
施
主
善
右
衛
門

家
内
安
全
家
内
安
全

子
孫
長
久
子
孫
長
久

②
文
政
十
一
年
子
霜
月

④
文
政
十
一
年
子
霜
月

霊
岸
島
講
中
霊
岸
島
講
中

面
々
家
内
安
全
面
々
家
内
安
全

と
、
文
政
十
一
年
（
一
八
二
八
）
八
月
二
十
二
日
の
銘
文
が
記
さ
れ
て
お
り
、
施
主
の
祈
願
内
容
を
み
る
と
、
「
家
内
安
全
・
子
孫
長
久
」

（
弘
）

と
い
っ
た
こ
と
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
妙
法
寺
の
参
拝
者
の
主
た
る
祈
り
は
、
同
じ
境
内
に
あ
っ
て
も
、
祖
師
堂
・
日
朝
堂
と
で

は
違
っ
て
い
た
。
つ
ま
り
、
祈
願
の
主
目
的
が
祖
師
は
厄
除
け
、
日
朝
が
眼
病
平
癒
・
学
業
成
就
と
い
っ
た
こ
と
で
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ

て
い
た
わ
け
で
、
庶
民
信
仰
の
上
で
は
住
み
分
け
が
で
き
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
と
め
に
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日
朝
信
仰
の
形
態
を
ま
と
め
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

（
１
）
日
朝
木
像
、
日
朝
曼
茶
羅
本
尊
等
を
礼
拝
す
る
、

（
２
）
日
朝
堂
や
日
朝
像
が
奉
安
さ
れ
る
堂
宇
に
仏
具
、
什
物
類
を
奉
納
す
る
、

（
３
）
講
中
を
結
成
し
、
ゆ
か
り
の
寺
院
の
年
中
行
事
に
参
加
す
る
、

（
４
）
学
業
成
就
・
眼
病
平
癒
の
祈
祷
を
依
頼
し
、
御
守
、
御
符
を
受
け
取
る
、

こ
の
全
て
に
み
ら
れ
る
日
朝
信
仰
の
特
色
は
、
奉
納
絵
馬
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
眼
病
平
癒
の
信
仰
が
第
一
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

そ
の
信
仰
の
拠
点
は
廟
所
の
あ
る
身
延
覚
林
坊
で
あ
り
、
各
地
域
に
お
い
て
は
寺
院
に
祀
ら
れ
る
日
朝
像
・
日
朝
画
像
・
日
朝
曼
茶
羅
本

尊
等
と
い
っ
た
ゆ
か
り
の
宝
物
が
礼
拝
対
象
で
あ
っ
た
。
中
で
も
木
像
は
、
各
地
の
身
延
門
流
の
末
寺
や
日
朝
自
ら
開
創
し
た
寺
院
、
由

緒
寺
院
等
を
中
心
に
造
立
さ
れ
、
ゆ
か
り
の
宝
物
は
護
持
さ
れ
て
い
っ
た
。
江
戸
時
代
に
入
る
と
庶
民
の
眼
病
平
癒
の
ニ
ー
ズ
と
相
俟
っ

て
、
山
梨
県
・
静
岡
県
・
関
東
地
方
に
日
朝
を
勧
請
す
る
堂
宇
や
木
像
が
造
立
さ
れ
、
そ
こ
が
地
域
に
お
け
る
眼
病
守
護
信
仰
の
拠
点
と

な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
江
戸
時
代
中
後
期
に
は
、
寺
院
側
が
作
成
し
た
縁
起
に
よ
る
霊
験
や
木
版
刷
日
朝
像
の
頒
布
に
よ
り
、
日
朝
の

霊
性
や
現
世
利
益
の
内
容
が
広
く
全
国
に
宣
伝
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
こ
れ
が
幕
末
・
明
治
期
に
入
る
と
身
延
山
信
仰
の
高
揚
と
と
も
に
身

延
山
中
興
の
祖
と
し
て
の
日
朝
の
存
在
も
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
、
次
第
に
御
利
益
の
面
も
伝
播
し
、
ゆ
か
り
の
霊
場
に
参
詣
す
る
と
い
っ

た
信
仰
形
態
が
定
着
し
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
流
行
り
廃
り
の
あ
る
守
護
神
の
中
で
、
現
在
も
日
朝
が
勧
請
さ
れ
る
場
所
に
お
い
て
、

そ
の
縁
日
に
行
な
わ
れ
る
儀
礼
や
檀
信
徒
の
信
仰
活
動
を
み
る
と
、
そ
こ
に
は
、
眼
病
の
守
護
神
と
し
て
の
祈
り
が
反
映
さ
れ
て
い
る

の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
江
戸
時
代
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
、
日
蓮
宗
内
の
眼
病
平
癒
の
祈
願
を
一
手
に
引
き
受
け
、
日
朝
信
仰
が
庶
民

信
仰
の
中
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

日
朝
信
仰
に
つ
い
て
（
望
月
）
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日
朝
信
仰
に
つ
い
て
（
望
月
）

今
後
は
、
各
地
の
日
朝
像
や
堂
宇
の
調
査
を
行
い
、
各
地
の
民
俗
調
査
も
含
め
て
、
日
朝
信
仰
を
様
々
な
視
点
か
ら
み
て
い
く
こ
と
に

し
た
い
。

へ

へ へ許
21-
ー…

（
３
）

（
４
）

（
５
）

（
６
）

（
７
）

（
８
）

（
９
）

（
Ⅲ
）

（
ｕ
）

（
岨
）

（
Ｍ
）
身
延
文
庫
所
蔵
文
書
。

へ

13
…

他
に
も
日
朝
自
筆
の
曼
茶
羅
本
尊
の
被
授
与
者
の
性
格
や
そ
の
居
住
地
域
の
分
布
に
よ
り
信
仰
圏
を
捉
え
る
方
法
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
今
後
デ
ー

タ
が
揃
い
次
第
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

身
延
文
庫
所
蔵
文
書
。
な
お
、
こ
の
史
料
は
北
沢
光
昭
氏
校
註
・
身
延
山
短
期
大
学
編
纂
に
よ
っ
て
、
昭
和
五
十
九
年
三
月
『
棲
神
』
五
十
六

号
に
翻
刻
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

室
住
前
掲
書
二
四
頁
。

『
日
蓮
宗
の
祈
祷
法
』
一
二
三
～
一
二
四
頁
。

右
書
一
二
四
～
一
二
六
頁
。

右
同
、
序
品
奥
書
。

『
日
蓮
宗
事
典
』
六
七
七
～
六
七
八
頁
。

日
朝
が
身
延
住
持
と
な
っ
た
年
代
は
、
寛
正
三
年
（
一
四
六
二
）
説
（
『
日
蓮
教
団
全
史
』
）
と
寛
正
二
年
（
一
四
六
二
説
（
『
身
延
山
史
』
・

六
牙
院
日
潮
『
本
化
別
頭
仏
祖
統
紀
』
）
が
あ
る
が
、
本
稿
で
は
寛
正
三
年
説
に
よ
っ
た
。

日
朝
の
伝
記
や
著
作
に
関
し
て
は
、
室
住
一
妙
著
『
行
学
院
日
朝
上
人
』
、
身
延
山
久
遠
寺
編
『
行
学
院
日
朝
上
人
』
が
あ
る
。

室
住
一
妙
氏
は
、
一
に
信
行
制
度
の
確
立
、
二
に
教
学
の
総
合
研
究
、
三
に
本
院
の
移
転
事
業
、
四
に
祖
書
の
収
集
謹
写
と
注
釈
の
聖
業
、
と

四
つ
に
ま
と
め
て
い
る
（
『
行
学
院
日
朝
上
人
』
四
七
頁
）
。

「
身
延
山
史
』
（
身
延
山
久
遠
寺
刊
）
八
二
～
八
四
頁
。

『
補
施
集
』
法
師
品
奥
書
、
山
梨
県
南
巨
摩
郡
身
延
町
、
身
延
山
久
遠
寺
内
身
延
文
庫
所
蔵
文
書
。

『
身
延
山
史
』
六
三
頁
。
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身
延
文
庫
所
蔵
文
書
。

鼠
山
感
応
寺
は
、
天
保
五
年
（
一
八
三
四
）
に
江
戸
幕
府
に
よ
っ
て
取
立
て
と
な
っ
た
が
、
天
保
改
革
の
風
紀
粛
正
で
、
わ
ず
か
六
年
で
取
り

潰
し
と
な
っ
た
寺
院
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
間
に
大
奥
女
性
が
代
参
し
、
賑
わ
っ
て
い
た
様
子
が
「
櫨
楓
」
（
「
新
編
若
葉
の
梢
』
所
収
）
と

い
う
地
誌
類
に
記
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
江
戸
城
大
奥
女
性
と
感
応
寺
の
信
仰
的
な
つ
な
が
り
に
関
し
て
は
稿
を
改
め
る
こ
と
に
し
た
い
。

尊
像
版
木
裏
面
墨
書
銘
文
、
伊
東
市
朝
善
寺
所
蔵
。

朝
善
寺
に
は
、
絵
馬
が
多
く
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
絵
馬
に
は
奉
納
者
と
祈
願
内
容
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
中
で
年
記
が
あ
る
も
の
は

少
な
い
。
本
稿
で
は
年
記
の
あ
る
も
の
に
限
っ
て
分
析
の
対
象
と
し
た
。

他
に
日
朝
関
係
の
も
の
と
し
て
消
毒
符
や
虫
切
符
も
あ
る
。
こ
れ
は
身
体
の
清
浄
や
子
供
の
夜
泣
き
と
い
っ
た
虫
封
じ
等
の
祈
願
で
あ
り
、
こ

う
し
た
ご
利
益
信
仰
の
要
素
も
備
わ
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

『
大
田
区
史
」
資
料
編
寺
社
１
．
付
図
２
．
こ
の
絵
図
に
は
常
題
目
堂
と
あ
る
。

日
行
寺
日
朝
像
は
『
日
蓮
宗
寺
院
大
鑑
』
（
池
上
本
門
寺
刊
、
五
七
二
頁
）
に
よ
れ
ば
、
岡
崎
善
立
寺
に
勧
請
さ
れ
て
い
た
も
の
を
同
寺
焼
失

後
、
移
転
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

斉
藤
月
岑
著
、
本
稿
は
東
洋
文
庫
本
（
朝
倉
治
彦
校
註
）
を
使
用
し
た
。

六
牙
院
日
潮
著
「
本
化
別
頭
仏
祖
統
紀
』
（
京
都
本
満
寺
刊
）
。

宇
佐
美
朝
善
寺
所
蔵
。

右
同
。

明
治
二
十
八
年
（
一
八
九
五
）
三
月
に
日
朝
を
描
い
た
絵
馬
を
応
瑞
一
前
と
い
う
絵
師
が
奉
納
し
て
お
り
、
現
在
も
日
朝
堂
に
掲
げ
ら
れ
て
い

右右
同同
CO

万
寿
亭
正
二
作
。

『
江
戸
学
事
典
』

中
尾
尭
氏
は
、
「

る
。江

戸
学
事
典
』
（
弘
文
堂
刊
）
五
九
一
～
五
九
三
頁
。

１
尾
尭
氏
は
、
「
関
東
地
方
は
関
東
ロ
ー
ム
と
い
う
火
山
灰
の
土
質
の
た
め
に
、
春
先
な
ど
に
は
土
ぼ
こ
り
が
舞
い
上
が
り
、
目
を
患
う
農
民

日
朝
信
仰
に
つ
い
て
（
望
月
）
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が
多
か
っ
た
」
（
『
日
巻

身
延
町
覚
林
坊
所
蔵
。

歳
時
記
』
１
．
一
三
九
頁
）
。

府
中
市
大
長
寺
所
蔵
。

府
中
市
大
長
寺
所
蔵
。

文
久
三
年
・
安
政
四
年
「
開
帳
記
録
」
、
（
身
延
文
庫
所
蔵
文
書
）
。

拙
稿
「
前
掲
論
文
」
八
五
頁
。

拙
稿
「
江
戸
の
日
蓮
宗
の
年
中
行
事
（
三
）
（
「
身
延
論
叢
』
四
号
所
収
）
。
こ
こ
で
、
江
戸
の
日
蓮
宗
の
先
師
信
仰
に
つ
い
て
、
日
親
・
日
什
．

報
』
一
四
六
亘

拙
稿
右
論
文
。

右
同
、
七
四
頁
。

右
同
、
一
八
三
～

「
御
府
内
寺
社
備
考
」
法
華
宗
．
一
向
宗
（
名
著
出
版
刊
）
。

校
註
者
朝
倉
治
彦
氏
は
、
祖
師
堂
前
に
日
朝
上
人
堂
が
あ
り
、
堂
宇
は
二
間
に
九
尺
の
土
蔵
造
で
あ
っ
た
と
し
て
い
る
（
東
洋
文
庫
本
「
東
都

東
洋
文
庫
本
『
東
都
歳
時
記
』
１
（
朝
倉
治
彦
校
註
）
一
三
八
頁
。

拙
稿
「
江
戸
の
、

日
朝
を
あ
げ
た
。

北
村
行
遠
「
近
世
開
帳
の
研
究
』
一
八
三
～
二
一
三
頁
。

江
戸
城
大
奥
女
性
の
信
仰
に
関
し
て
は
、
拙
稿
「
江
戸
城
大
奥
女
性
の
法
華
信
仰
～
身
延
山
久
遠
寺
の
江
戸
出
開
帳
を
中
心
に
～
」
（
「
大
崎
学

報
』
一
四
六
号
所
収
）
に
詳
し
く
述
べ
た
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。

二
五
○
頁
、

三
四
八
頁
。

現
在
は
世
田
谷
区
烏
山
に
あ
る
。

『
妙
法
寺
文
化
財
総
合
調
査
報
告
書
』
（
杉
並
区
教
育
委
員
会
刊
）
七
二
頁
。

『
身
延
山
坊
跡
録
』
（
身
延
文
庫
所
蔵
文
書
）
。

二
五
○
頁
、
『
身
延
山
史
」
二
四
八
頁
。

日
朝
信
仰
に
つ
い
て
（
望
月
）

“
多
か
っ
た
」
（
『
日
蓮
の
寺
』
、
東
京
書
籍
刊
、
二
○
二
頁
）
と
し
て
お
り
、
庶
民
に
眼
病
平
癒
の
願
掛
け
が
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

一
八
四
頁
。
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（
付
記
）
日
朝
関
係
資
料
を
快
く
提
供
し
て
い
た
だ
い
た
所
蔵
者
各
位
、
ま
た
資
料
調
査
に
ご
協
力
を
頂
い
た
寺
院
各
聖
に
対
し
て
こ

の
場
を
借
り
て
お
礼
を
申
し
上
げ
、
そ
の
学
恩
に
謝
す
る
次
第
で
す
。
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右
同
、
二
八
二
頁
。

右
同
、
二
八
二
～
一

右
同
、
二
八
三
頁
。

現
在
の
妙
法
寺
日
朝
堂
の
前
に
は
、
受
験
合
格
の
絵
馬
が
奉
納
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
が
現
代
社
会
に
お
け
る
日
朝
へ
の
祈
り
の
内
容
を
反
映
し

て
い
る
と
い
え
よ
う
。

日
朝
信
仰
に
つ
い
て
（
望
月
）

二
八
二
頁
。

二
八
二
～
二
八
三
頁
。
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日
朝
信
仰
に
つ
い
て
（
望
月
）
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